
一

か
行
（
二
）

か
く
り
つ
け
い
ぐ
ん　

鶴
立
鶏
群

嵆
紹
（253-304

）
は
、
字
が
延
祖
と
い
う
。
父
親
は
竹
林
七
賢
の
一
人
で
、

有
名
な
嵆
康
で
あ
る
。
あ
る
人
は
王
戎
に
「
昨
日
人
群
の
中
に
は
じ
め
て
嵆
延
祖

を
見
か
け
た
。彼
は
堂
々
と
し
て
鶏
群
に
立
っ
て
い
る
鶴
の
よ
う
だ
。」と
言
っ
た
。

王
戎
は
「
あ
な
た
は
ま
だ
彼
の
父
親
を
見
て
い
な
い
だ
ろ
う
。」
と
答
え
た
。

【
出
典
】

・
・

【
作
例
】

「
晋
太
尉
忠
穆
嵆
公
紹
」（
清
・
王
齢
撰
、任
熊
繪
『
於
越
先
賢
像
傳
讃
』
巻
上
、

咸
豊
六
年
﹇1856

﹈
刊
本
）

か
く
り
ゅ
う　

郝
隆

郝
隆
は
七
月
七
日
に
日
当
た
り
の
と
こ
ろ
で
横
に
な
っ
た
。
あ
る
人
は
彼
に
そ

の
わ
け
を
聞
く
と
、「
私
は
書
物
を
曝
し
て
い
る
。」
と
。
ま
た
、
郝
隆
が
桓
公
の

南
蛮
参
軍
に
な
っ
た
頃
、
三
月
三
日
に
曲
水
の
宴
が
行
わ
れ
た
。
詩
を
書
け
な
い

人
に
罰
と
し
て
酒
を
三
斗
飲
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
郝
隆
が
最
初
書
け
な
か
っ

た
の
で
、罰
を
受
け
た
。
酒
を
飲
ん
だ
後
、早
速
筆
を
手
に
取
り
、「
娵
隅
躍
清
池
。」

（
魚
が
透
き
通
っ
た
池
水
か
ら
躍
り
出
た
）と
い
う
詩
句
を
書
い
た
。
桓
公
は
「
娵

隅
と
は
何
か
。」
と
尋
ね
た
。「
魚
の
蛮
名
だ
。」
と
答
え
た
。
桓
公
は
「
詩
を
作

る
の
に
、
な
ぜ
蛮
語
を
使
う
か
。」
と
聞
く
と
、
郝
隆
は
「
遥
々
あ
な
た
の
と
こ

ろ
に
や
っ
て
き
て
、
や
っ
と
蛮
府
参
軍
に
な
っ
た
の
で
、
蛮
語
を
使
わ
な
い
わ
け

に
は
い
け
な
い
。」
と
答
え
た
。
あ
る
と
き
、
人
が
薬
草
を
桓
公
に
献
上
し
た
。

中
に
は
「
遠
志
」
と
い
う
名
前
の
薬
草
が
あ
っ
た
。
桓
公
は
遠
志
を
手
に
取
り
、

謝
安
に
「
こ
の
薬
草
は
ま
た
小
草
と
も
い
う
。
な
ぜ
一
つ
の
も
の
に
二
つ
の
名
前

が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。」と
、謝
安
に
尋
ね
た
。謝
安
は
す
ぐ
に
は
答
え
ら
れ
な
か
っ

た
。
す
る
と
、
そ
の
場
に
い
る
郝
隆
は
「
こ
れ
は
簡
単
だ
。
種
の
時
に
大
志
を
抱

い
て
い
な
い
か
ら
、
生
え
て
く
る
と
小
さ
な
草
と
な
る
。」
と
大
声
で
言
っ
た
。

謝
安
は
顔
が
真
っ
赤
に
な
っ
た
。
桓
公
は
謝
安
を
見
な
が
ら
笑
っ
て
、「
郝
参
軍

の
過
ち
は
悪
く
な
い
。
よ
く
で
き
た
な
。」
と
言
っ
た
。

【
出
典
】

日
本
に
お
け
る
中
国
画
題
綜
覧
（
五
）

A
 C

om
pendium

 of C
hinese Painting Them

es in Japan

（5

）

張　
　
　

小　

鋼

Zhang           X
iaogang
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二

・

【
作
例
】

「
郝
隆
」（
橘
有
税
『
繪
本
故
事
談
』
巻
六
、
正
徳
四
年
﹇1714

﹈
序
、
稱
觥
堂

刊
本
）

「
郝
隆
」（
馬
場
信
意
『
分
類
畫
本
良
材
』
巻
三
、
正
徳
五
年
﹇1715

﹈
刊
本
）

「
郝
隆
」（
文
鳳
駿
聲
『
文
鳳
漢
畫
』、享
和
三
年
﹇1803

﹈
吉
田
新
兵
衛
等
刊
本
）

「
郝
隆
」（
武
者
周
栄
筆
『
古
畫
要
覧
』、
安
永
九
年
﹇1780

﹈
刻
成
、
文
化
九

年
﹇1812

﹈
求
版
）

か
く
り
ゅ
う
さ
い
し
ょ　

郝
隆
曬
書

↓
「
郝
隆
」

【
作
例
】

「
郝
隆
曬
書
」（
下
河
邊
拾
水
圖
解
、吉
備
祥
顕
考
訂
『
蒙
求
圖
會
』
初
編
巻
四
、

享
和
元
年
﹇1801

﹈
序
刊
本
、
河
内
屋
等
發
行
）

か
く
れ
ん
り
ゅ
う
せ
ん　

郝
廉
留
錢

郝
廉
は
大
変
貧
し
い
が
、人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
。
姉
の
と
こ
ろ
で
食
事
を
し
、

金
を
残
し
て
帰
っ
た
。
ま
た
彼
は
い
つ
も
井
戸
の
水
を
飲
み
、
い
つ
も
一
銭
を
井

戸
に
投
げ
込
ん
だ
と
い
う
。

【
出
典
】

・

【
作
例
】

「
郝
廉
留
錢
」（
下
河
邊
拾
水
圖
解
、吉
備
祥
顕
考
訂
『
蒙
求
圖
會
』
二
編
巻
三
、

享
和
元
年
﹇1801

﹈
序
刊
本
、
河
内
屋
等
發
行
）

か
げ
ん
さ　

河
源
槎

無
名
氏
の
『
無
雙
譜
』
に
「
張
騫
」
と
い
う
画
題
の
絵
が
あ
る
。
そ
の
絵
に
「
騫

は
漢
中
の
人
で
あ
る
。
建
元
の
頃
、
郎
と
い
う
官
職
に
就
き
、
大
宛
へ
の
使
節
に

応
募
し
た
。
騫
は
河
の
源
を
遡
ろ
う
と
し
て
、
い
か
だ
に
乗
っ
て
あ
る
と
こ
ろ
に

行
っ
た
。
そ
こ
に
織
姫
が
石
で
織
機
を
支
え
て
い
る
が
、騫
を
見
て
石
を
与
え
た
」

と
記
し
て
い
る
。

【
出
典
】

・

【
作
例
】

「
河
源
槎
」（
清
・
金
古
良
編
繪
『
無
雙
譜
』、
康
煕
二
九
〜
三
八
年
﹇1690-

1699

﹈
刊
本
）

か
こ
う　

何
侯

何
侯
は
堯
の
頃
蒼
梧
山
に
隠
居
し
、
長
生
き
を
羨
望
し
て
い
た
。
舜
帝
が
南
に

狩
猟
し
た
際
、
何
侯
の
家
に
泊
ま
っ
た
。
そ
の
時
、
天
帝
五
老
が
や
っ
て
き
て
舜

帝
に
「
昇
天
の
日
に
ち
が
決
ま
っ
た
」
と
告
げ
た
。
翌
日
、五
帝
が
迎
え
に
来
た
。

そ
こ
で
舜
帝
が
白
日
昇
天
し
た
。
禹
帝
の
頃
、
五
帝
が
薬
を
何
侯
に
与
え
、
酒
に

入
れ
る
よ
う
指
示
し
た
。
一
族
三
百
人
余
り
が
飲
ん
で
も
、飲
み
き
れ
な
か
っ
た
。

余
り
の
酒
を
家
屋
に
か
け
る
と
、
家
屋
ご
と
に
昇
天
し
た
。
何
侯
が
太
極
仙
人
と

な
っ
た
。
今
、
嶷
山
に
何
侯
廟
が
あ
り
、
舜
廟
の
側
に
あ
る
。
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三

【
出
典
】

・

【
作
例
】

「
何
侯
」（
明
・
王
世
貞
撰
『
有
象
列
仙
全
傳
』
巻
一
、
萬
暦
二
八
年
﹇1600

﹈

刊
本
）

「
何
侯
」（
寂
照
主
人
月
僊
寫
並
題
『
列
仙
圖
賛
』
一
、
天
明
四
年
﹇1784

﹈
寂

照
寺
蔵
板
）

か
こ
う
こ
う　

夏
黄
公

夏
黄
公
は
四
皓
の
一
人
で
あ
る
。

↓
「
四
皓
」

【
作
例
】

「
夏
黄
公
」（
滝
澤
清
畫
『
潛
龍
堂
畫
譜
』
人
物
之
部
、
明
治
一
五
年
﹇1882

﹈

求
古
堂
梓
）

が
こ
う
こ
う　

娥
江
行

↓
「
曹
娥
」

か
こ
う
げ
ん　

夏
侯
玄

夏
侯
玄
（209

〜
？
）、
字
は
太
初
と
い
い
、
沛
国
譙
郡
（
安
徽
省
亳
）
の
人

で
あ
る
。
若
い
頃
か
ら
名
声
が
あ
っ
た
。
弱
冠
に
し
て
散
騎
黄
門
侍
郎
に
な
っ
た
。

か
つ
て
夏
侯
玄
が
明
帝
に
謁
見
し
た
際
、皇
后
の
弟
毛
曾
と
並
ん
で
座
っ
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
夏
侯
玄
が
恥
を
感
じ
、
顔
に
現
れ
た
。
明
帝
が
彼
を
怨
み
、
羽
林
監

に
左
遷
し
た
。
正
始
（240

〜249

）の
初
め
頃
、曹
爽
が
国
政
を
運
営
し
て
い
た
。

夏
侯
玄
は
曹
爽
の
父
親
方
の
叔
母
の
子
で
あ
り
、
曹
爽
と
従
兄
同
士
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
夏
侯
玄
は
順
調
に
出
世
し
、
散
騎
将
軍
、
中
護
軍
、
征
西
将
軍
を
歴
任

し
た
。
曹
爽
が
殺
さ
れ
た
後
、
夏
侯
玄
は
大
鴻
廬
、
太
常
に
左
遷
さ
れ
た
。
後
に

中
書
令
李
豊
等
と
共
謀
し
て
反
乱
を
起
こ
そ
う
と
し
た
が
、
情
報
が
漏
れ
、
夏
侯

玄
が
李
豊
等
と
と
も
に
処
刑
さ
れ
た
。
年
は
四
十
六
歳
で
あ
っ
た
。
処
刑
さ
れ
る

前
に
、
夏
侯
玄
は
落
ち
着
い
て
、
顔
色
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

【
出
典
】

・

・

か
こ
う
こ
き
ょ
う
お
う　

花
項
虎
龔
旺

龔
旺
は
『
水
滸
伝
』
の
中
の
一
人
の
豪
傑
で
、
綽
名
は
「
花
項
虎
」
と
い
う
。
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四

・

【
作
例
】

「
夏
侯
拾
芥
」（
下
河
邊
拾
水
圖
解
、吉
備
祥
顕
考
訂
『
蒙
求
圖
會
』
二
編
巻
五
、

享
和
元
年
﹇1801

﹈
序
刊
本
、
河
内
屋
等
發
行
）

か
こ
う
じ
ゅ
ん　

夏
侯
惇

夏
侯
惇
、
字
が
元
譲
と
い
い
、
沛
国
譙
（
安
徽
省
合
肥
）
の
人
で
あ
り
、
夏
侯

嬰
の
末
裔
で
あ
る
。
十
四
歳
の
頃
、
師
に
学
ぶ
。
あ
る
人
が
師
を
辱
め
た
の
で
、

惇
は
そ
の
人
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、
気
性
が
激
し
い
人
と
し
て
有
名

に
な
っ
た
。
魏
の
太
祖
曹
操
が
最
初
軍
隊
を
率
い
て
討
伐
の
際
、
惇
は
常
に
副
将

と
し
て
つ
い
て
行
っ
た
。
後
に
太
祖
は
惇
を
司
馬
、
折
衝
校
尉
、
東
郡
太
守
に
任

命
し
た
。
彼
は
呂
布
を
討
伐
し
た
際
、
左
目
が
流
れ
矢
に
撃
た
れ
た
。
さ
ら
に
陳

留
、
済
陰
の
太
守
、
建
武
将
軍
、
高
安
郷
侯
に
な
っ
た
。
魏
の
文
帝
が
即
位
し
た

後
、
惇
を
大
将
軍
に
任
命
し
た
。
数
ヶ
月
後
、
亡
く
な
っ
た
。
諡
は
「
忠
侯
」
と

い
う
。

【
出
典
】

も
と
は
東
昌
府
の
武
将
で
あ
っ
た
が
、
後
に
梁
山
泊
に
入
っ
た
。

【
出
典
】

【
作
例
】

「
龔
旺
」（
清
・
陸
謙
畫
『
天

地
煞
圖
』
不
分
巻
、
天
保
六
年
﹇1835

﹈
和
刻

本
）

「
花
項
虎
龔
旺
」（
葛
飾
前
北
斎
爲
一
筆
『
繪
本
水
滸
傳
』、文
政
一
二
年
﹇1829

﹈

序
、
萬
極
堂
梓
）

「
花
項
虎
龔
旺
」（
仮
名
垣
魯
文
標
記
、
一
雲
斎
国
久
畫
『
肖
像
水
滸
銘
々
傳
』

前
編
下
、
弘
化
五
年
﹇1848

﹈
不
朽
堂
刻
本
）

「
花
項
虎
龔
旺
」（
江
境
菴
花
川
編
、月
岡
芳
年
筆
『
繍
像
水
滸
銘
々
傳
』
初
編
、

慶
應
三
年
﹇1867

﹈
序
、
大
橋
堂
梓
・
蔵
板
）

か
こ
う
し
ゅ
う
か
い　

夏
侯
拾
芥

夏
侯
勝
は
、
字
が
長
公
と
い
い
、
東
平
（
山
東
省
）
の
人
で
あ
る
。
若
い
頃
勉

強
が
好
き
で
あ
る
。
太
后
尚
書
、
太
子
太
傅
を
歴
任
し
た
。
彼
は
弟
子
た
ち
に
講

義
し
た
際
、
い
つ
も
「
士
に
と
っ
て
、
経
学
を
究
明
で
き
な
い
こ
と
が
恥
で
あ
る
。

も
し
究
明
で
き
れ
ば
、
高
官
の
地
位
や
高
禄
を
取
る
の
は
芥
を
拾
う
よ
う
な
も
の

で
あ
る
」
と
、
話
し
て
い
た
。

【
出
典
】
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五

・

・

【
作
例
】

「
夏
侯
惇
抜
矢
啖
晴
」（『
李
卓
吾
先
生
批
評
三
国
志
』
第
十
七
回
、
明
末
建
陽

呉
観
明
刊
本
）

「
夏
侯
惇
」（
百
二
十
回
本
『
繪
圖
三
国
演
義
』、
光
緒
一
六
年
﹇1890

﹈
上
海

図
書
集
成
局
刊
本
）

「
夏
侯
惇
」﹇
笠
翁
筆
﹈（
法
眼
春
卜
一
翁
集
『
畫
史
會
要
』
巻
二
、
寛
延
四
年

﹇1751

﹈
須
原
茂
兵
衛
等
刊
本
）

が
こ
う
じ
ょ
え
い　

娥
皇
女
英

舜
の
二
人
の
妃
は
、
堯
の
二
人
の
娘
で
あ
る
。
長
女
は
娥
皇
と
い
い
、
次
女
は

女
英
と
い
う
。
舜
は
堯
の
帝
位
を
継
ぎ
、娥
皇
は
皇
后
と
な
り
、女
英
は
妃
と
な
っ

た
。
天
下
は
娥
皇
女
英
を
称
賛
し
た
。
舜
は
南
を
視
察
し
た
際
、
崩
御
し
た
。
二

人
は
悲
し
く
て
泣
き
や
ま
な
い
。
そ
の
涙
は
竹
に
落
ち
、沢
山
の
斑
点
と
な
っ
た
。

故
に
「
斑
竹
」
と
い
う
。
ま
た
「
湘
妃
竹
」
と
も
い
う
。
二
人
は
遂
に
湘
江
に
舜

の
後
を
追
う
よ
う
に
身
を
投
げ
た
。
そ
の
た
め
に
皆
娥
皇
女
英
を
「
湘
君
」
と
呼

ん
で
い
る
と
い
う
。

【
出
典
】

・

・

・

【
作
例
】

「
娥
皇
女
英
」（
清
・
王
翽
繪
『
百
美
新
詠
』
圖
傳
十
八
、
嘉
慶
年
間
﹇1796-

1820

﹈
刊
本
）

「
娥
皇
女
英
」（『
呉
友
如
畫
寳
』
第
三
集
上
・
古
今
百
美
圖
、
中
国
古
畫
譜
集

成
第
二
十
一
巻
、
山
東
美
術
出
版
社
、2000

年
）

「
娥
皇
女
英
」（
後
素
軒
橘
有
税
『
繪
本
故
事
談
』
巻
四
、
正
徳
四
年
﹇1714

﹈

稱
觥
堂
刊
本
）

か
さ
ん　

華
山

華
山
は
五
嶽
の
一
つ
で
、西
嶽
と
も
い
う
。
華
山
は
弘
農
の
華
陰
県
（
陝
西
省
）

に
あ
る
。
華
と
は
花
と
い
う
意
味
で
、
万
物
が
成
長
し
て
西
方
に
花
と
し
て
現
れ

る
。
ま
た
、
華
山
の
山
頂
に
池
が
あ
り
、
池
に
千
葉
蓮
華
が
生
え
て
お
り
、
人
が

そ
の
蓮
華
を
服
用
す
る
と
仙
人
に
な
っ
て
羽
化
す
る
。
故
に
華
山
と
い
う
。

【
出
典
】・

・

【
作
例
】
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六

「
華
山
圖
」（
明
・
王
圻
、
王
思
義
撰
『
三
才
圖
會
』
地
理
八
巻
、
萬
暦
三
七
年

﹇1609
﹈
刊
本
）

「
華
山
」（
寺
島
良
安
撰
『
和
漢
三
才
圖
會
』
巻
五
十
六
、正
徳
二
年
﹇1712

﹈
序
、

杏
林
堂
蔵
板
）

「
華
山
」（
橘
有
税
圖
畫
『
唐
土
訓
蒙
圖
彙
』
巻
二
、
享
保
四
年
﹇1719

﹈
寶
文

堂
刊
本
）

↓
「
華
嶽
」

か
さ
ん
ご
せ
ん　

華
山
五
仙

崋
山
五
仙
と
は
衛
叔
卿
、
許
由
、
巣
父
、
洪
厓
先
生
、
王
子
晋
で
あ
る
。

【
出
典
】

『
列
仙
傳
』
と
い
う
が
、
未
詳
。

【
作
例
】

「
崋
山
五
仙
」（
後
素
軒
橘
有
税
『
繪
本
故
事
談
』
巻
二
、
正
徳
四
年
﹇1714

﹈

稱
觥
堂
刊
本
）

か
し
こ
く　

可
只
國

可
只
国
は
西
番
国
の
宝
物
の
産
地
で
あ
る
。

【
出
典
】

・

【
作
例
】

「
可
只
國
」（
明
・
王
圻
、
王
思
義
撰
『
三
才
圖
會
』
人
物
十
三
巻
、
萬
暦
三
七

年
﹇1609

﹈
刊
本
）

「
可
只
國
」（
橘
有
税
圖
畫
『
唐
土
訓
蒙
圖
彙
』
巻
五
、
享
保
四
年
﹇1719

﹈
寶

文
堂
刊
本
）

か
じ
ゅ
ん
じ
ゅ
そ
う　

賀
循
儒
宗

賀
循
（260-319

）
は
、
字
は
彦
先
と
い
い
、
会
稽
山
陰
（
浙
江
省
紹
興
）
の

人
で
あ
る
。
言
行
が
礼
儀
正
し
く
、
い
つ
も
人
を
譲
っ
た
。
太
子
太
傅
、
太
常
な

ど
を
歴
任
し
た
。
朝
廷
が
時
々
循
の
意
見
を
諮
る
が
、
循
が
い
つ
も
儒
家
の
経
典

と
礼
儀
に
基
づ
き
答
え
る
。
当
世
の
儒
宗
と
し
て
尊
ば
れ
た
と
い
う
。（『
晉
書
』

巻
六
十
八
）

【
出
典
】

・

【
作
例
】

「
賀
循
儒
宗
」（
下
河
邊
拾
水
圖
解
、吉
備
祥
顕
考
訂
『
蒙
求
圖
會
』
初
編
巻
五
、

享
和
元
年
﹇1801

﹈
序
刊
本
、
河
内
屋
等
發
行
）

か
じ
ょ
う
こ
う　

河
上
公

河
上
公
の
姓
や
字
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
漢
の
文
帝
の
頃
、
河
上
公
は
川
辺
で

草
庵
を
建
て
て
住
ん
だ
。
文
帝
は
老
子
の
経
を
好
み
、
諸
王
や
大
臣
た
ち
に
皆
読

む
よ
う
命
じ
た
。
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
使
者
を
派
遣
し
て
河
上
公
の
草

庵
に
行
く
。
河
上
公
は
言
っ
た
。「
道
は
尊
び
、
徳
は
貴
い
、
使
者
を
派
遣
し
て

質
問
し
て
は
い
け
な
い
。」
と
。
帝
が
仕
方
な
く
自
ら
草
庵
を
訪
れ
、
質
問
し
た
。

帝
は
「
天
下
の
土
は
、
す
べ
て
王
の
土
で
あ
り
、
そ
の
土
に
住
ん
で
い
る
人
間
は

す
べ
て
王
の
臣
民
で
あ
る
。
域
の
中
に
は
四
つ
の
大
き
い
も
の
が
あ
る
。
王
は
そ

の
第
一
を
占
め
る
。
あ
な
た
は
道
が
あ
る
が
、
な
お
私
の
臣
民
で
あ
る
。
ど
う
し

て
そ
の
頭
を
下
げ
な
い
で
、
格
好
を
つ
け
る
の
か
。」
と
言
っ
た
。
す
る
と
、
河

上
公
は
早
速
手
を
合
わ
せ
て
座
っ
た
ま
ま
で
ゆ
っ
く
り
と
空
中
に
浮
揚
し
た
。
地
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七

面
か
ら
数
丈
を
離
れ
て
、
帝
に
向
か
っ
て
答
え
た
。「
私
は
上
に
は
天
に
至
ら
ず
、

中
に
は
人
の
邪
魔
を
せ
ず
、
下
に
は
地
に
住
ま
な
い
。
ど
う
し
て
臣
民
と
言
え
る

だ
ろ
う
。」
と
。
そ
こ
で
帝
が
下
車
し
、
謝
っ
た
。
河
上
公
は
帝
に
素
書
を
二
巻

与
え
て
、
言
っ
た
。「
よ
く
読
ん
で
く
だ
さ
い
。
こ
の
経
に
つ
い
て
の
疑
問
へ
の

回
答
は
す
べ
て
中
に
あ
る
。
こ
れ
以
上
言
う
必
要
が
な
い
。
私
は
こ
の
経
に
注
釈

し
て
以
来
、
千
七
百
年
に
な
る
。
お
よ
そ
三
人
に
伝
授
し
た
。
帝
が
四
人
目
だ
。

ど
う
か
そ
れ
以
外
の
人
に
見
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。」
と
、
言
い
終
わ
る
と
、
姿

を
く
ら
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
雲
や
霧
で
空
が
暗
く
な
り
、
天
と
地
が
一
体
に

な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
帝
は
そ
の
書
物
を
大
切
に
し
て
い
た
。
ま
た
、
河
上
公
は

す
な
わ
ち
老
子
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
説
も
あ
る
。

【
出
典
】

・

・

【
作
例
】

「
河
上
公
」（『
事
林
廣
記
』
巻
六
、
元
禄
一
二
年
﹇1699

﹈
和
刻
本
）

か
じ
ょ
う
こ
く　

訶
條
國

【
出
典
】・

【
作
例
】

「
訶
條
國
」（
明
・
王
圻
、
王
思
義
撰
『
三
才
圖
會
』
人
物
十
四
巻
、
萬
暦
三
七

年
﹇1609

﹈
刊
本
）

「
訶
條
國
」（
橘
有
税
圖
畫
『
唐
土
訓
蒙
圖
彙
』
巻
五
、
享
保
四
年
﹇1719

﹈
寶

文
堂
刊
本
）

か
し
ょ
う
し  

何
尚
之

何
尚
之
（382

〜460

）、
字
は
彦
徳
と
い
い
、
廬
江
灊
（
安
徽
省
合
肥
）
の
人

で
あ
る
。
祖
父
は
南
康
太
守
で
あ
っ
た
。
父
親
は
官
職
に
就
か
な
か
っ
た
。
尚
之

は
子
供
の
頃
、
不
良
少
年
で
、
双
六
な
ど
の
賭
博
が
す
き
で
あ
っ
た
。
大
き
く
な

る
と
、
人
が
が
ら
り
と
変
わ
り
、
高
尚
な
節
操
を
以
て
よ
く
知
ら
れ
る
。
丹
陽
尹

を
務
め
た
際
、
南
郭
の
外
に
家
を
建
て
、
玄
学
校
を
設
け
、
学
生
を
集
め
た
。
東

海
の
徐
秀
、
廬
江
の
何
雲
、
黄
回
、
頴
川
の
荀
子
華
、
太
原
の
孫
宗
昌
、
王
延
秀
、

魯
郡
の
孔
恵
宣
な
ど
、皆
憧
れ
て
遊
学
に
来
た
。
い
わ
ゆ
る
「
南
学
」
で
あ
っ
た
。

尚
之
は
多
く
の
官
職
を
歴
任
し
た
が
、
最
後
に
侍
中
、
左
光
禄
、
開
府
儀
同
三
司

に
な
っ
た
。
大
明
四
年
、
病
に
倒
れ
、
在
任
中
亡
く
な
っ
た
。
七
十
九
歳
で
あ
っ

た
。
死
後
司
空
の
官
職
を
贈
ら
れ
た
。
諡
は
「
簡
穆
公
」
と
い
う
。

【
出
典
】
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八

・

【
作
例
】

「
何
尚
之
」（
橘
有
税
『
繪
本
故
事
談
』
巻
七
、
正
徳
四
年
﹇1714

﹈
稱
觥
堂
刊

本
）

か
し
ょ
う
し
・
え
ん
え
ん
し　

何
尚
之
・
顔
延
之

何
尚
之
（382

〜460

）
と
顔
延
之
（384

〜456

）
は
二
人
と
も
背
が
低
い
。

尚
之
は
延
之
を
猨
と
称
し
、
延
之
は
尚
之
を
猿
を
称
す
。
あ
る
日
、
二
人
は
一
緒

に
太
子
西
池
を
遊
覧
し
、
途
中
道
の
人
に
延
之
が
「
二
人
は
ど
ち
ら
が
猿
に
似
て

い
る
か
」
と
尋
ね
た
。
道
の
人
は
尚
之
を
指
し
な
が
ら
「
似
て
い
る
」
と
言
っ
た
。

延
之
が
嬉
し
そ
う
で
あ
っ
た
。
し
か
し
道
の
人
は
さ
ら
に
「
彼
は
猿
に
似
て
い
る

が
、
君
こ
そ
真
の
猿
な
の
だ
」
と
付
け
加
え
た
。

【
出
典
】

・

か
し
わ
ぎ
の
た
ね　

栢
樹
子

「
祖
師
の
西
来
の
意
は
何
だ
ろ
う
。」
と
質
問
。
師
は
「
庭
前
の
栢
樹
子
。」
と

答
え
た
。
曰
く
、「
和
尚
は
境
を
人
に
示
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。」
と
。
師
は
「
私

は
境
を
人
に
示
さ
な
い
。」と
答
え
た
。
曰
く
、「
祖
師
の
西
来
の
意
は
何
だ
ろ
う
。」

と
。
師
は
「
庭
前
の
栢
樹
子
。」
と
答
え
た
。

【
出
典
】

― 181 ―



金城学院大学論集　人文科学編　第16巻第 1号 2019年 9 月

九

・

【
作
例
】

「
栢
樹
子
」（
橘
宗
重
著
、
長
谷
川
等
雲
繪
『
繪
本
寶
鑑
』
巻
五
、
貞
享
四
年

﹇1687

﹈
刊
本
、
文
政1

年
﹇1818

﹈
再
刊
本
、
平
埜
屋
清
三
郎
等
梓
行
）

「
栢
樹
子
」（
某
岡
之
繪
『
繪
圖
の
林
』
巻
下
、
元
禄
二
年
﹇1689

﹈
刊
本
）

か
し
ん
だ
ん
き　

軻
親
斷
機

↓
孟
母
断
機

【
出
典
】

・

【
作
例
】

「
軻
親
斷
機
」（
下
河
邊
拾
水
圖
解
、吉
備
祥
顕
考
訂
『
蒙
求
圖
會
』
初
編
巻
八
、

享
和
元
年
﹇1801

﹈
序
刊
本
、
河
内
屋
等
發
行
）

か
せ
ん
こ　

何
仙
姑

何
仙
姑
は
八
仙
人
の
一
人
で
、
広
州
増
城
県
（
広
東
省
増
城
）
の
何
泰
と
い
う

人
の
娘
で
あ
る
。
生
ま
れ
て
て
っ
ぺ
ん
に
六
本
の
髪
の
毛
し
か
な
い
。
唐
の
則
天

武
后
の
頃
、
何
仙
姑
は
雲
母
渓
に
住
ん
で
い
た
。
十
四
、
五
歳
の
頃
、
何
仙
姑
は

神
人
の
夢
を
見
た
。
神
人
は
「
雲
母
粉
を
服
用
す
れ
ば
、
体
が
軽
く
な
り
、
不
老

不
死
だ
。」
と
教
え
た
。
目
が
覚
め
て
か
ら
も
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
る
。
そ
こ

で
何
仙
姑
は
服
用
し
た
。
遂
に
嫁
が
な
い
こ
と
を
決
心
し
た
。
よ
く
山
谷
の
間
を

行
き
来
し
、
飛
ぶ
よ
う
に
歩
い
て
い
た
。
毎
朝
出
か
け
て
、
夕
暮
れ
に
戻
っ
て
く

る
。
い
つ
も
山
の
果
実
を
持
ち
帰
っ
て
母
親
に
渡
す
。
後
に
修
行
の
た
め
に
徐
々

に
食
事
を
口
に
し
な
く
な
り
、
言
葉
も
異
常
と
な
っ
た
。
則
天
武
后
は
使
者
を
派

遣
し
て
迎
え
に
来
た
が
、
途
中
で
行
方
不
明
と
な
っ
た
。
景
龍
（707

〜709

）

年
間
、
何
仙
姑
は
白
日
昇
天
を
果
た
し
た
。
天
寶
九
年
（750

）、
麻
姑
壇
で
現
れ

た
。
五
色
の
雲
の
中
に
立
っ
て
い
た
。
大
暦
（766

〜779

）
年
間
、
広
州
の
小

石
楼
で
ま
た
姿
が
現
れ
た
。
刺
史
高
翬
が
こ
の
こ
と
を
朝
廷
に
報
告
し
た
。

【
出
典
】

・

【
作
例
】

「
何
仙
姑
」（
明
・
王
世
貞
撰
『
有
象
列
仙
全
傳
』
巻
六
、萬
暦
二
八
年
﹇1600

﹈

刊
本
）

「
何
仙
姑
」（
明
・
洪
應
明
撰
『
仙
佛
奇
踪
』
巻
二
、
萬
暦
三
〇
年
﹇1602

﹈
刊

本
）

「
何
仙
姑
」（
明
・
王
圻
、
王
思
義
撰
『
三
才
圖
會
』
人
物
十
一
巻
、
萬
暦
三
七

年
﹇1609

﹈
刊
本
）

「
何
仙
姑
」（
林
守
篤
編
述
『
畫
筌
』
巻
四
、
正
徳
二
年
﹇1712

﹈
序
、
享
保
六

年
﹇1721
﹈
刊
本
）

「
何
仙
姑
」（
渡
邉
瑛
編
『
邊
氏
畫
譜
』、
文
化
三
年
﹇1806

﹈
序
刊
本
）
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一
〇

か
そ
う
け
ん
い　

賈
琮
褰
帷

後
漢
の
賈
琮
は
、
字
は
孟
堅
と
い
い
、
東
郡
聊
城
（
山
東
省
聊
城
）
の
人
で
あ

る
。
漢
霊
帝
（168

－189

在
位
）
の
頃
、賈
琮
が
冀
州
（
河
北
省
）
の
刺
史
で
あ
っ

た
。
規
則
に
よ
る
と
、
刺
史
が
驂
駕
（
添
え
馬
の
付
き
）
の
馬
車
に
乗
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
馬
車
が
赤
い
帷
が
垂
れ
て
中
の
様
子
が
見
え
な
い
よ
う
に
な
る
。

し
か
し
、
賈
琮
が
い
う
。「
刺
史
の
仕
事
は
各
方
面
の
意
見
を
聞
き
、
悪
い
こ
と

を
糾
弾
す
る
こ
と
で
す
の
で
、
な
ぜ
帷
を
下
ろ
す
で
し
ょ
う
か
」
と
。
御
者
に
帷

を
巻
き
上
げ
る
よ
う
命
じ
た
と
い
う
。

【
出
典
】

・

【
作
例
】

「
賈
琮
褰
帷
」（
下
河
邊
拾
水
圖
解
、吉
備
祥
顕
考
訂
『
蒙
求
圖
會
』
二
編
巻
四
、

享
和
元
年
﹇1801

﹈
序
刊
本
、
河
内
屋
等
發
行
）

か
だ
い
じ
ん
に
い
ほ
う
を
う
け
る
づ　

華
陀
異
人
に
醫
法
を
受
け
る
圖

【
作
例
】

「
華
陀
異
人
に
医
法
を
受
く
」（
橘
守
国
『
繪
本
直
指
寶
』
巻
三
、
延
享
二
年

﹇1745

﹈
刊
本
）

か
だ
ご
き
ん　

華
陀
五
禽

華
陀
が
考
案
し
た
「
五
禽
戯
」
と
い
う
健
身
方
法
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
虎
、鹿
、

熊
、
猿
及
び
鳥
と
い
っ
た
五
つ
の
長
寿
の
動
物
の
動
き
を
真
似
て
、
体
を
動
か
す

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

【
出
典
】

・

【
作
例
】

「
華
陀
五
禽
」（
下
河
邊
拾
水
圖
解
、吉
備
祥
顕
考
訂
『
蒙
求
圖
會
』
二
編
巻
四
、

享
和
元
年
﹇1801

﹈
序
刊
本
、
河
内
屋
等
發
行
）

が
だ
て
ん
そ
く　

畫
蛇
添
足

楚
の
国
で
人
が
祭
祀
を
行
っ
た
。
終
わ
っ
た
後
、
主
人
が
ご
褒
美
と
し
て
舎
人

た
ち
に
一
杯
の
酒
を
賜
っ
た
。
舎
人
た
ち
は
相
談
し
た
。「
数
人
で
飲
む
に
は
足

り
な
い
が
、
一
人
で
飲
む
に
は
余
裕
だ
。
地
面
で
蛇
を
描
こ
う
。
先
に
完
成
し
た

人
が
飲
む
。」
と
。
あ
る
人
は
先
に
完
成
し
た
。
彼
は
左
手
に
盃
を
持
ち
、
酒
を

飲
み
な
が
ら
、
右
手
で
続
け
て
蛇
を
描
く
。「
私
は
蛇
に
足
を
描
け
る
。」
ま
だ
完

成
し
て
い
な
い
う
ち
、
も
う
一
人
が
絵
を
完
成
し
た
。
彼
の
盃
を
奪
い
、「
蛇
は
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一
一

も
と
も
と
足
が
な
い
の
に
、あ
な
た
は
な
ぜ
足
を
描
け
る
だ
ろ
う
か
。」と
言
っ
た
。

遂
に
そ
の
酒
を
飲
ん
だ
。
蛇
の
た
め
に
足
を
描
い
た
人
は
結
局
酒
を
失
っ
て
し

ま
っ
た
。

【
出
典
】

【
作
例
】

「
畫
蛇
添
足
」（
橘
宗
重
著
、
長
谷
川
等
雲
繪
『
増
補
繪
本
寶
鑑
』
巻
一
、
享
保

年
間
﹇1716

〜1736

﹈
刊
本
）

か
た
ん
ほ
こ
う
の
ず　

荷
擔
歩
行
圖

【
作
例
】

「
荷
擔
歩
行
圖
」（
信
天
翁
月
岡
法
橋
雪
鼎
纂
『
和
漢
名
筆
金
玉
畫
府
』
巻
六
・

補
遺
、
明
和
六
年
﹇1771

﹈
大
野
木
寶
文
堂
梓
）

が
ち
し
ょ
う　

賀
知
章

賀
知
章
（659

〜744

）
は
会
稽
永
興
（
浙
江
省
紹
興
）
の
人
で
あ
る
。
子
供

の
頃
か
ら
詩
文
が
よ
く
で
き
る
。
科
挙
の
試
験
に
及
第
し
て
進
士
に
な
っ
た
。
最

初
は
国
子
四
門
博
士
に
任
命
さ
れ
、
さ
ら
に
太
常
博
士
に
栄
転
し
た
。
唐
の
玄
宗

帝
の
開
元
十
年
（722

）、
兵
部
尚
書
張
説
の
要
請
で
、
共
同
で
六
典
及
び
文
纂
な

ど
を
編
修
し
た
が
、
何
年
が
経
っ
て
も
完
成
で
き
な
か
っ
た
。
開
元
十
三
年

（725

）、
禮
部
侍
郎
、
集
賢
院
学
士
、
皇
太
子
侍
讀
に
任
命
さ
れ
た
。
後
に
太
子

が
亡
く
な
っ
た
。
挽
郎
を
選
抜
さ
れ
た
際
、賀
知
章
は
公
平
で
な
い
と
主
張
し
て
、

梯
子
を
持
っ
て
壁
を
登
っ
て
抗
議
し
た
。
そ
の
た
め
工
部
侍
郎
に
移
さ
れ
た
。
知

章
は
詩
文
だ
け
で
は
な
く
、草
書
や
隷
書
も
大
変
得
意
で
あ
る
。彼
の
性
格
は
あ
っ

さ
り
し
て
い
て
、
談
笑
が
得
意
で
あ
る
。
晩
年
に
も
っ
と
や
り
た
い
放
題
で
、
自

ら
「
四
明
狂
人
」
を
号
と
し
、
ま
た
「
秘
書
外
監
」
と
い
う
。
玄
宗
帝
の
天
寶
三

年
（744

）、
知
章
が
病
気
で
意
識
恍
惚
の
状
態
に
陥
り
、
上
奏
文
を
だ
し
て
故
郷

の
自
宅
を
道
観
に
し
、
自
分
も
帰
郷
し
て
道
士
に
な
り
た
い
と
願
い
出
た
。
帝
が

こ
れ
を
許
し
、
知
章
が
帰
っ
た
後
、
間
も
な
く
病
死
し
た
。

【
出
典
】
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一
二

・

【
作
例
】

「
唐
禮
部
尚
書
賀
公
知
章
」（
清
・
王
齢
撰
、
任
熊
繪
『
於
越
先
賢
像
傳
讃
』
巻

上
、
咸
豊
六
年
﹇1856
﹈
刊
本
）

「
賀
知
章
」（『
任
渭
長
畫
傳
四
種
』
於
越
先
賢
傳
、
中
国
古
畫
譜
集
成
第
四
巻
、

山
東
美
術
出
版
社
、2000

年
）

か
ち
ゅ
う
く
ん
し  

花
中
君
子

周
溓
渓
の
『
愛
蓮
説
』
に
、「
蓮
は
花
の
君
子
で
あ
る
。」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

【
出
典
】

・

・

【
作
例
】

「
花
中
君
子
」（
葉
九
如
編
『
三
希
堂
畫
譜
大
観
』
草
蟲
花
卉
大
観
、
中
国
古
畫

譜
集
成
第
十
九
巻
、
山
東
美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）

か
つ
え
ん
ら
げ
ん
し
ょ
う
し
ち　

活
閻
羅
阮
小
七

活
閻
羅
阮
小
七
は
『
水
滸
伝
』
の
中
の
豪
傑
の
一
人
で
あ
る
。
活
閻
羅
は
彼
の

綽
名
で
あ
る
。
阮
小
七
は
も
と
も
と
石
碣
村
の
漁
師
で
あ
っ
た
が
、
後
に
梁
山
泊

に
入
っ
た
。

【
出
典
】

【
作
例
】

「
活
閻
羅
阮
小
七
」（
明
・
陳
洪
綬
繪
『
水
滸
葉
子
』、
天
啓
六
年
﹇1626

﹈
頃

の
刊
本
）

「
阮
小
七
」（
清
・
陸
謙
畫
『
天

地

圖
』
不
分
巻
、
天
保
六
年
﹇1835

﹈
和

刻
本
）

「
活
閻
羅
阮
小
七
」（
葛
飾
前
北
斎
爲
一
筆
『
繪
本
水
滸
傳
』、
文
政
一
二
年

﹇1829

﹈
序
、
萬
極
堂
梓
）

「
活
閻
羅
阮
小
七
」（
仮
名
垣
魯
文
標
記
、一
雲
斎
国
久
畫
『
肖
像
水
滸
銘
々
傳
』

前
編
下
、
弘
化
五
年
﹇1848

﹈
不
朽
堂
刊
本
）

「
活
閻
羅
阮
小
七
」（
柳
水
亭
種
清
著
、
葵
岡
北
渓
畫
『
水
滸
畫
傳
』、
安
政
三

年
﹇1856

﹈
序
、
甘
泉
堂
板
）

か
つ
げ
ん　

葛
玄

葛
玄
、
字
は
孝
先
と
い
い
、
号
は
葛
仙
公
と
い
う
。
丹
陽
句
容
（
江
蘇
省
句
容
）

の
人
で
あ
る
。
左
慈
に
師
事
し
て
『
丹
液
仙
経
』
を
授
か
っ
た
。
か
つ
て
客
と
食

事
中
で
変
化
の
こ
と
に
言
及
し
た
。
客
は
曰
く
、「
ぜ
ひ
先
生
に
や
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。」
と
。
玄
は
曰
く
、「
あ
な
た
は
ま
さ
か
慌
て
て
見
た
い
で
は
な
い
ね
。」

と
。
す
る
と
口
の
中
の
飯
を
咳
で
出
し
た
。
皆
大
蜂
に
な
り
、
約
数
百
匹
い
る
。

客
の
身
に
く
っ
つ
い
た
が
、
人
を
刺
さ
な
い
。
し
ば
ら
く
し
て
玄
は
口
を
開
け
、

蜂
た
ち
が
再
び
口
の
中
に
戻
っ
た
。
噛
ん
だ
ら
前
の
口
の
中
の
飯
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
石
の
人
形
を
指
す
と
歩
か
せ
る
。
蝦
蟇
や
昆
虫
類
や
燕
や
雀
を
指
す
と
踊
ら

せ
る
。
皆
人
間
の
よ
う
で
あ
る
。
或
い
は
客
を
招
待
し
、
冬
は
落
花
生
、
瓜
、
棗
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一
三

を
出
し
、
夏
は
氷
を
出
す
。
ま
た
数
十
銭
を
人
に
井
戸
に
投
げ
さ
せ
、
器
を
持
っ

て
井
戸
の
上
で
銭
を
呼
び
出
す
。
と
な
る
と
、
先
に
投
げ
た
銭
は
次
々
と
飛
ん
で

く
る
。
客
と
酒
を
飲
み
、
誰
も
盃
を
回
さ
な
い
が
、
盃
が
自
ら
回
る
。
そ
し
て
酒

を
全
部
飲
ま
な
い
と
、
盃
も
動
か
な
い
。

晋
の
武
帝
（265
〜290

在
位
）
は
葛
玄
を
招
き
、「
国
民
は
雨
が
ほ
し
い
が
、

あ
な
た
は
で
き
る
か
。」
と
尋
ね
た
。
葛
玄
は
「
簡
単
だ
」
と
答
え
た
。
そ
こ
で

廟
の
中
で
符
を
書
い
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
大
雨
が
降
り
始
め
た
。

葛
玄
は
か
つ
て
呉
の
主
君
に
仕
え
、
別
々
船
に
乗
り
出
発
し
た
。
し
か
し
三
江

口
の
あ
た
り
で
風
に
遭
遇
し
た
。
多
く
の
船
が
沈
没
し
て
し
ま
い
、
葛
玄
の
船
も

行
方
不
明
と
な
っ
た
。
呉
の
主
君
は
た
め
息
を
し
な
が
ら
、「
葛
玄
が
道
の
術
を

持
っ
て
い
る
の
に
、
や
は
り
免
れ
な
い
か
。」
と
呟
い
た
。
突
然
葛
玄
が
水
面
を

歩
い
て
き
た
。
酔
っ
ぱ
ら
い
姿
で
主
君
の
前
に
来
て
、「
昨
晩
伍
子
胥
に
無
理
や

り
留
め
ら
れ
て
酒
を
飲
ま
さ
れ
た
。
そ
れ
で
陛
下
を
待
た
せ
た
。」
と
謝
っ
た
。

あ
る
日
、
会
稽
を
ぶ
ら
ぶ
ら
回
っ
た
と
こ
ろ
で
、
あ
る
商
家
が
海
か
ら
帰
っ
て
来

た
。
一
つ
の
神
廟
を
通
り
、
廟
の
主
事
が
一
通
の
手
紙
を
葛
玄
に
渡
す
よ
う
に
頼

ん
だ
。
言
い
終
わ
る
と
、
手
紙
を
船
に
投
げ
、
帰
っ
て
か
ら
す
ぐ
葛
玄
に
渡
し
た
。

葛
玄
は
手
紙
を
開
け
て
み
る
と
、
す
な
わ
ち
東
華
山
童
君
の
手
紙
で
あ
る
。「
太

極
左
官
仙
書
」
と
書
い
て
あ
る
。
葛
玄
は
か
つ
て
西
峯
の
石
壁
の
石
臼
で
薬
を
擂

り
、
一
粒
の
粟
を
こ
ぼ
し
て
し
ま
っ
た
。
丁
度
一
羽
の
鳥
が
通
り
過
ぎ
て
、
粟
を

食
べ
た
。
そ
の
鳥
も
不
老
不
死
と
な
っ
た
。
今
で
も
夜
静
か
に
な
っ
た
と
き
、
そ

の
鳥
は
ま
た
擂
で
臼
を
叩
く
よ
う
な
鳴
き
声
を
す
る
。
名
付
け
て
「
搗
薬
鳥
」
と

い
う
。

仙
人
琴
高
は
葛
玄
が
道
を
得
た
の
を
聞
き
、
二
匹
の
鯉
に
乗
っ
て
東
海
か
ら
会

い
に
来
た
。
葛
玄
と
酒
を
飲
ん
で
、二
人
と
も
酔
っ
ぱ
ら
い
、白
雲
に
寝
て
し
ま
っ

た
。
目
が
覚
め
る
と
、
二
匹
の
鯉
は
石
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
代
わ
り
に
葛
玄
は

琴
高
に
二
羽
の
鶴
を
贈
り
、
帰
し
た
。
鯉
の
石
は
今
日
で
も
残
っ
て
い
る
。

か
つ
て
客
が
葛
玄
に
つ
い
て
舟
の
旅
を
し
た
。
嚢
の
中
を
見
て
、
十
数
の
符
が

あ
る
。
客
は
「
こ
の
符
は
効
く
だ
ろ
う
か
。
ぜ
ひ
見
せ
て
く
だ
さ
い
。」と
言
っ
た
。

そ
こ
で
葛
玄
は
す
ぐ
一
つ
の
符
を
取
り
出
し
て
、
水
中
に
投
げ
た
。
符
は
水
に
流

れ
て
行
っ
た
。
客
は
言
っ
た
。「
普
通
の
人
が
投
げ
た
ら
同
じ
よ
う
に
な
る
だ
ろ

う
。」
と
。
葛
玄
は
も
う
一
つ
の
符
を
取
っ
て
投
げ
た
。
今
回
は
符
が
水
の
流
れ

に
遡
っ
て
行
っ
た
。「
今
度
は
ど
う
だ
。」
と
葛
玄
が
言
っ
た
。
客
は
「
今
度
は
違

う
ね
。」
と
感
心
し
た
。
葛
玄
は
さ
ら
に
一
つ
の
符
を
取
り
出
し
て
投
げ
た
。
そ

の
符
は
下
り
も
せ
ず
、
上
り
も
せ
ず
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、
先
の
二
つ
の
符
は
中

流
に
集
ま
り
、
最
後
に
、
三
つ
の
符
が
そ
ろ
っ
て
葛
玄
の
手
に
戻
っ
た
。

ま
た
、水
辺
に
大
き
い
魚
を
売
っ
て
い
る
の
を
見
た
。
葛
玄
は
主
人
に
頼
ん
だ
。

「
私
は
こ
の
魚
を
借
り
て
河
伯
の
と
こ
ろ
に
行
か
せ
た
い
の
だ
。」と
。
主
人
は
「
魚

は
す
で
に
死
ん
だ
。」
と
言
っ
た
。「
か
ま
わ
な
い
よ
。」
と
。
す
る
と
、
丹
書
を

魚
の
口
に
入
れ
て
、
水
に
投
げ
た
。
魚
は
生
き
返
っ
て
泳
い
で
行
っ
た
。

【
出
典
】

・

・
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一
四

な
っ
た
。
そ
の
秘
術
を
以
て
弟
子
鄭
隠
に
伝
授
し
た
。
葛
洪
は
ま
た
隠
に
師
事
し

て
、
そ
の
道
術
を
身
に
付
け
た
。
後
に
南
海
太
守
上
党
鮑
玄
に
師
事
し
た
。
玄
は

内
学
に
長
け
る
。
洪
を
大
変
気
に
入
り
、
娘
を
嫁
が
せ
た
。
葛
洪
は
玄
の
学
問
を

広
げ
な
が
ら
、
医
者
の
業
を
し
て
い
た
。
著
書
は
内
容
が
豊
富
で
、
文
章
が
精
密

で
あ
る
。
晋
の
成
帝
（326

〜342

在
位
）
の
咸
和
（326

〜334

）
の
初
め
ご
ろ
、

司
徒
王
導
が
葛
洪
を
主
簿
に
任
用
し
た
。後
に
散
騎
常
侍
な
ど
に
抜
擢
さ
れ
た
が
、

皆
付
か
ず
、
交
趾
に
丹
砂
が
出
る
と
聞
き
、
自
ら
句
屚
令
に
な
り
た
い
と
申
し
出

た
。
帝
は
洪
が
高
位
の
官
僚
の
た
め
、
許
可
し
な
か
っ
た
。
洪
は
「
名
誉
の
た
め

で
は
な
く
、
彼
の
地
に
丹
砂
が
出
る
か
ら
で
す
。」
と
説
得
し
、
帝
は
よ
う
や
く

認
め
た
。
洪
は
早
速
子
供
た
ち
を
連
れ
、
一
緒
に
行
っ
た
。
広
州
に
着
く
と
、
刺

史
鄧
嶽
が
洪
を
留
め
て
行
か
せ
な
い
。
仕
方
な
く
洪
は
羅
浮
山
に
と
ど
ま
り
、
丹

薬
を
作
る
こ
と
に
し
た
。
羅
浮
山
に
七
年
間
滞
在
し
て
、
悠
々
自
適
で
、
著
書
に

専
念
し
、内
外
篇
を
完
成
し
た
。
凡
そ
百
十
六
篇
に
な
る
。
名
付
け
て
『
抱
朴
子
』

と
い
う
。
あ
る
日
、
突
然
鄧
嶽
に
手
紙
を
送
り
、「
当
分
の
間
遠
い
と
こ
ろ
に
放

浪
し
て
師
を
訪
ね
る
。
即
刻
出
発
す
る
。」
と
い
う
。
嶽
は
慌
て
て
別
れ
に
行
っ

た
が
、
洪
は
日
当
た
り
の
と
こ
ろ
に
座
り
、
眠
る
よ
う
に
亡
く
な
っ
た
。
八
十
一

歳
で
あ
っ
た
。

【
出
典
】

【
作
例
】

「
葛
玄
」（
明
・
王
世
貞
撰
『
有
象
列
仙
全
傳
』
巻
四
、
萬
暦
二
八
年
﹇1600

﹈

刊
本
）

「
葛
孝
先
」（
明
・
王
圻
、
王
思
義
撰
『
三
才
圖
會
』
人
物
十
一
巻
、
萬
暦
三
七

年
﹇1609

﹈
刊
本
）　

か
つ
げ
ん
め
し
を
は
い
て
は
ち
を
つ
く
る　

葛
玄
吐
飯
作
蜂

↓
「
葛
玄
」

【
作
例
】

「
葛
玄
吐
飯
作
蜂
」（
保
井
恕
庵
編
述
、
大
森
捜
雲
子
筆
『
畫
本
福
寿
海
』、
享

保
十
九
年
﹇1734

﹈
銅
駝
坊
書
堂
泉
屋
等
刊
本
）

か
つ
げ
ん
な
み
の
う
え
を
あ
ゆ
む　

葛
玄
歩
濤
上

↓
「
葛
玄
」

【
作
例
】

「
葛
玄
歩
濤
上
」（
橘
守
国
『
繪
本
鶯
宿
梅
』
巻
三
、
元
文
五
年
﹇1740

﹈
植
村

藤
右
衛
門
刊
本
）

か
つ
こ
う　

葛
洪

葛
洪
（284

〜363

）、
字
は
稚
川
と
い
い
、
句
容
（
江
蘇
省
句
容
）
の
人
で
あ

る
。
子
供
の
こ
ろ
か
ら
勉
強
が
好
き
で
、
自
ら
薪
を
伐
採
し
て
紙
や
墨
と
交
換
す

る
。
夜
は
習
字
や
朗
読
な
ど
を
す
る
。
遂
に
儒
学
を
以
て
名
声
を
上
げ
た
。
欲
が

少
な
く
、
遊
ぶ
の
は
好
き
で
は
な
か
っ
た
。
一
人
で
ぼ
う
と
し
て
い
て
、
名
利
に

は
興
味
が
な
い
。
閉
じ
こ
も
っ
て
社
交
し
た
こ
と
が
な
い
。
時
に
は
書
物
を
探
し

た
り
、
討
議
し
た
り
す
る
。
ど
ん
な
に
遠
く
て
も
必
ず
探
し
に
訪
ね
て
行
く
。
と

り
わ
け
神
仙
の
道
術
が
好
き
で
あ
る
。
祖
玄
に
師
事
し
て
道
を
学
ん
で
仙
人
と
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一
五

・

【
作
例
】

「
葛
洪
」（
清
・
任
熊
繪
『
列
仙
酒
牌
』、
咸
豊
四
年
﹇1854
﹈
刊
本
）

「
葛
仙
煉
丹
」（
王
念
慈
編
『
当
代
名
畫
大
観
』
初
集
第
三
冊
、
中
国
古
畫
譜
集

成
第
十
五
巻
、
山
東
美
術
出
版
社
、2000

年
）

か
つ
せ
ん
ば
お
う
て
い
ろ
く　

活
閃
婆
王
定
六

活
閃
婆
王
定
六
は
『
水
滸
伝
』
の
中
の
一
人
の
豪
傑
で
あ
る
。「
活
閃
婆
」
は

綽
名
で
あ
る
。
も
と
は
父
親
と
一
緒
に
揚
子
江
の
畔
で
居
酒
屋
を
営
ん
だ
が
、
後

に
梁
山
泊
に
入
っ
た
。

【
出
典
】

【
作
例
】

「
王
定
六
」（
清
・
陸
謙
畫
『
天

地
煞
圖
』
不
分
巻
、
天
保
六
年
﹇1835

﹈
和

刻
本
）

「
活
閃
婆
王
定
六
」（
仮
名
垣
魯
文
標
記
、一
雲
斎
国
久
畫
『
肖
像
水
滸
銘
々
傳
』

前
編
下
、
弘
化
五
年
﹇1848

﹈
不
朽
堂
刻
本
）

「
活
閃
婆
王
定
六
」（
泉
龍
亭
是
正
編
、
月
岡
芳
年
筆
『
繍
像
水
滸
銘
々
傳
』
三

編
、
大
橋
堂
梓
、
小
田
原
屋
又
七
板
）

か
つ
ほ
う
し
き
ょ　

葛
豐
刺
擧

前
漢
の
諸
葛
豊
は
、
字
が
少
季
と
い
い
、
瑯
琊
（
山
東
省
瑯
琊
）
の
人
で
あ
る
。

性
格
が
剛
直
で
、
自
分
の
思
考
を
も
っ
て
行
動
す
る
。
そ
の
た
め
、
漢
元
帝
（
前

49

－

前
33
在
位
）
が
彼
を
司
隷
校
尉
（
検
察
官
）
に
抜
擢
し
た
。
彼
が
犯
罪
者
を

検
挙
す
る
の
に
ど
ん
な
人
に
も
遠
慮
し
な
か
っ
た
。
帝
が
彼
を
評
価
し
、
さ
ら
に

彼
に
加
俸
し
た
と
い
う
。

【
出
典
】

・

【
作
例
】

「
葛
豐
刺
擧
」（
下
河
邊
拾
水
圖
解
、吉
備
祥
顕
考
訂
『
蒙
求
圖
會
』
初
編
巻
四
、

享
和
元
年
﹇1801

﹈
序
刊
本
、
河
内
屋
等
發
行
）

か
つ
ゆ　

葛
由

葛
由
は
、
羌
人
で
あ
る
。
周
の
成
王
の
頃
、
よ
く
木
彫
り
の
羊
を
作
っ
て
売
っ

た
。
あ
る
日
、羊
に
乗
っ
て
蜀
に
入
っ
た
。
蜀
の
王
侯
貴
族
が
彼
を
追
い
か
け
た
。

彼
は
綏
山
に
上
が
っ
た
。
綏
山
は
峨
眉
山
の
南
西
に
あ
り
、
極
め
て
高
い
。
つ
い

て
行
っ
た
人
た
ち
は
二
度
と
戻
ら
な
か
っ
た
。
皆
は
道
を
得
て
仙
人
と
な
っ
た
。

山
の
上
に
桃
が
あ
る
。
故
に
「
も
し
綏
山
の
桃
を
得
れ
ば
、
仙
人
に
な
れ
な
く
て
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一
六

も
十
分
自
慢
で
き
る
。」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
。
山
の
麓
に
建
っ
た
祠
は
数

十
か
所
あ
る
。
↓　

葛
由
仙
人

【
出
典
】

・

【
作
例
】

「
葛
由
」（
明
・
王
世
貞
『
有
象
列
仙
全
傳
』
巻
一
、
萬
暦
二
八
年
﹇1600

﹈
刊

本
）

「
葛
由
」（
林
守
篤
編
述
『
畫
筌
』
巻
四
、
正
徳
二
年
﹇1712

﹈
序
、
享
保
六
年

﹇1721

﹈
保
壽
堂
・
養
心
堂
刻
本
）

「
葛
由
」（
寂
照
主
人
月
僊
寫
並
題
『
列
仙
圖
賛
』
一
、
天
明
四
年
﹇1784

﹈
寂

照
寺
蔵
板
）

「
葛
由
」（『
雅
興
筆
意
畫
圖
絶
妙
』
上
、
安
永
三
年
﹇1774
﹈
序
、
明
和
九
年

跋
刊
本
）「
葛
由
」（
葛
飾
爲
斎
繪
『
萬
物
圖
解
爲
斎
畫
式
』
二
帙
、
元
治
一
年

﹇1864

﹈
序
、
寶
集
堂
蔵
板
）

か
つ
ゆ
せ
ん
に
ん　

葛
由
仙
人

↓
「
葛
由
」

か
つ
ら　

桂

桂
は
梫
木
の
一
種
で
あ
る
。
数
種
類
が
あ
る
。

【
出
典
】

・

【
作
例
】

「
桂
花
」（
明
・
王
圻
、
王
思
義
撰
『
三
才
圖
會
』
草
木
十
二
巻
、
萬
暦
三
七
年

﹇1609

﹈
刊
本
）

「
桂
」﹇
鄭
培
筆
﹈（
副
孟
義
編
『
宋
紫
石
畫
譜
』
巻
下
、
明
和
二
年
﹇1765

﹈

序
刊
本
）

か
て
き　

貨
狄

貨
狄
は
黄
帝
の
臣
下
で
、
舟
を
発
明
し
た
人
物
で
あ
る
。

【
出
典
】

・

【
作
例
】

「
貨
狄
」（
橘
宗
重
著
、長
谷
川
等
雲
繪
『
繪
本
寶
鑑
』
巻
四
、貞
享
四
年
﹇1687

﹈

刊
本
、
文
政1

年
﹇1818

﹈
再
刊
本
）

「
貨
狄
」（
某
岡
之
繪
『
繪
圖
の
林
』
巻
上
、
元
禄
二
年
﹇1689

﹈
刊
本
）

か
と
う　

賈
島

賈
島
（779-843

）、
字
は
浪
仙
と
い
い
、
范
陽
（
河
北
省
涿
州
）
の
人
で
あ
る
。

島
は
和
尚
で
あ
っ
た
。
一
説
は
、
初
め
は
和
尚
で
、
無
本
と
い
う
戒
名
で
あ
っ
た

が
、
東
都
に
来
た
時
、
僧
侶
を
禁
ず
る
法
令
が
あ
る
の
で
、
午
後
に
な
る
と
外
出

禁
止
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
島
は
詩
を
作
り
悲
し
ん
だ
。
韓
愈
が
彼
を
不
憫
に

思
い
、
作
文
を
教
え
た
。
遂
に
僧
侶
を
辞
め
、
科
挙
の
試
験
を
受
け
た
と
い
う
。

も
う
一
説
は
島
は
最
初
都
に
や
っ
て
き
て
科
挙
の
試
験
を
受
け
た
が
、
う
ま
く
行

か
ず
、
和
尚
に
な
っ
た
。
戒
名
は
無
本
と
い
い
、
法
乾
寺
に
住
み
着
い
て
、
無
可

と
よ
く
唱
和
し
た
。
島
は
詩
吟
の
時
に
、
ま
わ
り
の
事
に
気
が
付
か
ず
、
あ
る
日
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一
七

驢
馬
に
乗
っ
て
詩
句
を
考
え
て
い
る
最
中
、
対
面
か
ら
京
兆
尹
劉
棲
楚
の
行
列
が

や
っ
て
き
た
。
島
は
回
避
す
る
の
を
忘
れ
、
つ
い
に
警
察
沙
汰
に
な
っ
た
。
一
晩

牢
獄
で
過
ご
し
翌
日
に
釈
放
さ
れ
た
。
そ
れ
よ
り
も
っ
と
も
有
名
な
逸
話
は
「
推

敲
」
で
あ
る
。
島
が
驢
馬
に
乗
っ
て
「
鳥
宿
池
中
樹
、
僧
敲
月
下
門
。」
と
の
詩

句
を
得
た
が
、
ま
た
「
敲
」（
ノ
ッ
ク
）
よ
り
「
推
」（
押
す
）
の
方
が
い
い
か
も

し
れ
な
い
と
思
い
、
身
振
り
を
し
な
が
ら
迷
っ
て
い
る
最
中
、
京
兆
尹
韓
愈
の
行

列
と
ぶ
つ
か
っ
た
。
島
が
韓
愈
の
前
ま
で
引
き
連
れ
ら
れ
、
わ
け
を
聞
か
れ
た
。

と
な
る
と
、
韓
愈
は
「
敲
」
の
方
が
よ
ろ
し
い
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
。
さ
ら
に

韓
愈
は
島
を
連
れ
て
帰
っ
た
。
二
人
は
と
も
に
詩
を
議
論
し
、
数
日
も
滞
在
し
た

と
い
う
。

な
お
、
玄
宗
帝
が
法
乾
寺
を
私
服
訪
問
に
行
っ
た
際
、
島
が
鐘
楼
の
上
で
詩
吟

し
て
い
た
。
玄
宗
帝
が
そ
れ
を
聞
き
、
鐘
楼
に
上
が
っ
た
。
島
は
腕
を
組
ん
で
帝

を
睨
ん
で
、
詩
集
を
手
に
「
あ
な
た
は
な
ぜ
こ
れ
が
で
き
る
か
」
と
い
っ
た
。
帝

が
鐘
楼
を
降
り
て
か
ら
、
島
は
は
じ
め
て
玄
宗
帝
だ
と
分
か
っ
た
。
慌
て
て
降
り

て
帝
に
謝
罪
し
た
。
帝
は
島
を
遂
州
の
長
江
簿
に
任
命
し
た
。
そ
の
た
め
後
に
島

は
よ
く
「
賈
長
江
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
島
は
最
後
に
普
州
司
倉
在
任

中
で
亡
く
な
っ
た
。
年
は
六
十
五
歳
で
あ
っ
た
。

【
出
典
】

・

・

【
作
例
】

「
賈
島
」（
明
・
天
然
撰
『
歴
代
古
人
像
讃
』、
弘
治
一
一
年
﹇1498

﹈
刊
本
）

「
賈
島
」（
明
・
王
圻
、
王
思
義
撰
『
三
才
圖
會
』
人
物
六
巻
、
萬
暦
三
七
年

﹇1609

﹈
刊
本
）

「
賈
島
」（
橘
宗
重
著
、長
谷
川
等
雲
繪
『
繪
本
寶
鑑
』
巻
二
、貞
享
四
年
﹇1687

﹈

刊
本
、
文
政
一
年
﹇1818

﹈
再
刊
、
平
埜
屋
清
三
郎
等
刊
本
）

か
に　

蟹

↓
「
無
腸
公
子
」

【
作
例
】

「
蟹
」﹇
狩
野
養
拙
筆
﹈（
信
天
翁
月
岡
法
橋
雪
鼎
纂
『
和
漢
名
筆
金
玉
畫
府
』

巻
四
、
明
和
八
年
﹇1771

﹈
大
野
木
寶
文
堂
梓
）

「
蟹
」﹇
守
政
筆
﹈（
法
眼
春
卜
一
翁
『
和
漢
名
畫
苑
』
五
巻
、寛
延
二
年
﹇1749

﹈

序
、
大
野
木
寶
文
堂
梓
）

「
蟹
」（『
繪
本
初
心
柱
立
』
一
、正
徳
五
年
﹇1715

﹈
新
板
、寶
暦
一
一
年
﹇1761

﹈

再
刻
、
小
林
喜
右
衛
門
等
刊
行
）

が
び　

畫
眉

畫
眉
は
鶯
に
似
て
い
る
が
、や
や
小
さ
い
。
そ
の
眉
が
描
い
た
よ
う
で
「
畫
眉
」

と
呼
ば
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
鳴
き
声
が
い
い
。

【
出
典
】

・
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一
八

【
作
例
】

「
畫
眉
」（
明
・
王
圻
、
王
思
義
撰
『
三
才
圖
會
』
鳥
獣
二
巻
、
萬
暦
三
七
年

﹇1609
﹈
刊
本
）

「
畫
眉
」（『
繪
本
初
心
柱
立
』
二
、
正
徳
五
年
﹇1715

﹈
新
板
、
寶
暦
一
一
年

﹇1761

﹈
再
刻
、
小
林
喜
右
衛
門
等
刊
行
）

が
び
さ
ん 

峨
眉
山

峨
眉
山
は
嘉
定
州
の
峨
眉
県
に
あ
る
。
峨
眉
山
は
三
つ
の
山
が
あ
り
、
い
わ
ゆ

る
大
峨
、
中
峨
、
小
峨
と
い
う
。
大
峨
は
雲
の
中
ま
で
聳
え
る
。
仏
典
に
よ
る

と
、
普
賢
大
士
の
現
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

【
出
典
】

・

・

【
作
例
】

「
峨
眉
山
圖
」（
明
・
楊
爾
曽
『
海
内
奇
観
』
巻
八
、
萬
暦
三
七
年
﹇1609

﹈
刊

本
）

「
峨
眉
山
圖
」（
明
・
王
圻
、
王
思
義
『
三
才
圖
會
』
地
理
十
一
巻
、
萬
暦
三
七

年
﹇1609

﹈
刊
本
）

「
峨
眉
」（『
名
山
圖
』、
崇
禎
六
年
﹇1633

﹈
墨
繪
斎
刻
本
）

「
峨
眉
山
」（
橘
有
税
圖
畫
『
唐
土
訓
蒙
圖
彙
』
巻
二
、
享
保
二
年
﹇1719

﹈
寶

文
堂
蔵
板
）

が
び
さ
ん
げ
つ
か
の
ず　

峨
眉
山
月
歌
圖

「
峨
眉
山
月
歌
圖
」
は
唐
の
李
白
の
七
言
絶
句
『
峨
眉
山
月
歌
』
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

【
出
典
】

・

【
作
例
】

「
峨
眉
山
月
歌
意
」（
渡
邉
瑛
編
『
邊
氏
畫
譜
』、
文
化
三
年
﹇1806

﹈
刊
本
）

「
峨
眉
山
月
圖
」（
晩
香
散
人
内
藤
道
有
撰
、橘
守
国
繪
『
和
漢
新
圖
扶
桑
畫
譜
』

巻
三
、
享
保
二
〇
﹇1735

﹈
植
村
藤
右
衛
門
梓
行
）

「
峨
眉
山
月
歌
」（
鈴
木
芙
蓉
繪
『
畫
本
唐
詩
選
』
二
編
巻
一
・
七
言
絶
句
、
寛

政
元
年
﹇1789

﹈
自
序
・
跋
刊
本
、
文
化
一
一
年
﹇1814

﹈
再
刊
、
嵩
山
房
刊

行
）

か
ひ
し
き
ょ
う　

下
邳
圯
橋

↓
「
張
良
」、「
黄
石
公
・
張
良
」

【
作
例
】

「
下
邳
圯
橋
」﹇
か
ひ
し
き
ょ
う
﹈（
玉
翠
斎
藤
原
義
包
圖
『
畫
圖
撰
要
』、
明
和

三
年
﹇1766

﹈
須
原
屋
三
郎
兵
衛
等
刊
行
）

か
び
ん　

花
瓶

【
作
例
】

「
花
瓶
」﹇
徐
煕
筆
﹈（
法
眼
春
卜
一
翁
『
和
漢
名
畫
苑
』初
巻
、寛
延
二
年
﹇1749

﹈

序
、
大
野
木
寶
文
堂
梓
）

か
ふ
う
さ
ん
し
ゅ
く　

華
封
三
祝

堯
は
華
と
い
う
地
方
を
視
察
す
る
。
華
封
の
人
は
「
あ
、
聖
人
だ
。
お
祈
り
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。
聖
人
が
長
壽
で
き
る
よ
う
に
」と
言
っ
た
。
堯
は
「
辞
退
す
る
」

と
答
え
た
。「
で
は
聖
人
に
富
が
で
き
る
よ
う
に
」
と
。
堯
は
ま
た
「
辞
退
す
る
」
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一
九

と
答
え
た
。「
で
は
、
聖
人
に
男
の
子
が
沢
山
出
来
る
よ
う
に
」
と
。
堯
は
や
は

り
「
辞
退
す
る
」
と
答
え
た
。
封
の
人
は
「
壽
、
富
、
男
の
子
は
皆
が
欲
し
い
も

の
だ
が
、
な
ぜ
あ
な
た
だ
け
が
欲
し
く
な
い
の
か
」
と
聞
き
、
堯
は
「
男
の
子
が

多
い
と
、
恐
怖
も
増
え
る
。
富
が
多
い
と
、
ト
ラ
ブ
ル
も
増
え
る
。
長
壽
だ
と
、

恥
も
増
え
る
。
こ
の
三
者
は
徳
の
修
行
に
は
な
ら
な
い
の
で
、
辞
退
し
た
」
と
答

え
た
。
封
の
人
は
「
は
じ
め
に
あ
な
た
は
聖
人
だ
と
思
っ
た
が
、実
際
は
君
子
だ
。

神
様
が
民
を
生
み
、
必
ず
仕
事
を
与
え
る
。
男
の
人
が
多
い
と
、
仕
事
を
与
え
て

何
が
怖
い
の
だ
。
富
が
多
い
と
、
人
に
分
け
て
何
が
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
の
だ
。
聖

人
が
素
朴
な
生
活
を
し
て
、
天
下
が
安
定
で
あ
れ
ば
、
万
物
が
皆
栄
え
る
。
天
下

が
混
乱
で
あ
れ
ば
、
徳
を
修
業
す
る
。
千
歳
に
な
れ
ば
、
仙
人
と
な
り
白
雲
に
乗

り
、
天
帝
の
と
こ
ろ
に
行
け
る
。
そ
う
な
る
と
、
患
い
も
な
い
し
、
禍
も
及
ば
な

い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
恥
が
増
え
る
だ
ろ
う
か
。」
と
言
い
、
去
っ
て
行
っ
た
。
堯
は

後
ろ
を
追
い
か
け
て
聞
き
た
か
っ
た
が
、
封
の
人
は
「
お
帰
り
な
さ
い
」
と
言
い

残
し
た
。

【
出
典
】

【
作
例
】

「
華
封
三
祝
」（『
圖
像
合
璧
君
臣
故
事
句
解
』
巻
一
、寛
文
一
二
年
﹇1672

﹈
跋
、

延
寶
二
年
﹇1674

﹈
和
刻
本
）

「
華
封
三
祝
」﹇
葦
の
繪
で
、
陸
放
翁
の
詩
『
題
新
竹
』
あ
り
﹈（
大
原
民
聲
編
、

浅
野
思
成
筆
『
名
数
畫
譜
』
天
、
文
化
六
年
﹇1809

﹈
序
、
南
嶺
館
蔵
板
）

か
ま
き
り　

蟷
螂

蟷
螂
は
斧
の
よ
う
な
前
足
を
持
っ
て
い
る
。
蟷
螂
は
之
有
、
不
過
、
蟷

、
莫

、
石
蜋
、
拒
斧
な
ど
の
名
前
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
天
馬
と
い
い
、
走
る
際

馬
の
よ
う
な
走
り
方
を
す
る
。
蝉
を
捕
ま
え
る
の
が
得
意
で
あ
る
。
そ
の
子
は

蛸
と
い
い
、
三
、
四
月
中
、
一
枝
に
数
百
匹
の
小
さ
な
蟷
螂
が
誕
生
さ
れ
る
。

齊
の
荘
公
は
狩
猟
に
出
か
け
た
際
、
一
匹
の
虫
が
両
足
を
高
く
挙
げ
、
車
輪
を

止
め
よ
う
と
し
た
。
荘
公
は
「
そ
れ
は
何
の
虫
だ
ろ
う
。」
と
御
者
に
尋
ね
た
。

御
者
は
「
こ
れ
は
蟷
螂
だ
。
虫
な
の
に
、
進
む
し
か
知
ら
な
い
。
自
分
の
力
を
高

く
評
価
す
る
一
方
、敵
を
軽
く
見
る
。」と
答
え
た
。
荘
公
は
「
人
間
な
ら
ば
、き
っ

と
勇
武
絶
倫
だ
ろ
う
。」
と
言
い
終
わ
っ
て
、
馬
車
を
遠
回
り
に
し
て
避
け
た
。

【
出
典
】

・

【
作
例
】
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二
〇

「
蟷
蜋
」（
明
・
王
圻
、
王
思
義
撰
『
三
才
圖
會
』
鳥
獣
六
巻
、
萬
暦
三
七
年

﹇1609
﹈
刊
本
）

「
蟷
螂
」（
橘
有
税
『
繪
本
故
事
談
』
巻
六
、正
徳
四
年
﹇1714

﹈
稱
觥
堂
刊
本
）

「
蟷
螂
」（『
職
巧
雛
型
錦
袋
畫
叢
』、
文
政
一
一
年
﹇1828

﹈
新
鐫
）

「
蟷
螂
」（
鮮
斎
永
濯
繪
『
萬
物
雛
形
畫
譜
』
二
編
、
元
治
一
年
﹇1864

﹈
序
、

寶
集
堂
梓
）

「
蟷
螂
」（
滝
澤
清
畫
『
潛
龍
堂
畫
譜
』
人
物
之
部
、
明
治
十
五
年
﹇1882

﹈
求

古
堂
梓
）

が
ま　

蝦
蟇

蝦
蟇
は
蛙
の
こ
と
で
あ
る
。
数
種
類
が
あ
り
、
黒
虎
、

黄
、
黄

、
蝼
蟈
、

蟾
蜍
、
山
蛤
と
い
う
。
蝦
蟇
の
腹
部
に
黒
い
斑
点
が
あ
る
。
足
が
短
く
跳
べ
る
。

い
ろ
ん
な
虫
を
食
べ
る
が
、
鳴
か
な
い
。
黒
虎
の
体
が
小
さ
く
、
黒
い
口
で
あ
り
、

足
に
は
小
さ
な
斑
点
が
あ
る
。

黄
色
の
斑
点
で
あ
る
。
前
足
が
大
き
い
。
後
ろ

脚
が
小
さ
い
。
し
っ
ぽ
一
本
あ
る
。
黄

、
の
体
中
黄
色
で
あ
り
、
腹
部
に
臍
の

帯
が
あ
り
、
長
さ
は
五
寸
で
あ
る
。
螻
蟈
は
す
な
わ
ち
夜
鳴
の
こ
と
で
あ
る
。
螻

蟈
の
腰
が
細
く
、
口
が
大
き
い
。
皮
膚
が
黒
っ
ぽ
い
。
俗
に
「
田
鶏
」
と
い
う
。

蟾
蜍
の
体
が
大
き
い
し
、
背
中
が
黒
い
。
斑
点
こ
そ
な
い
が
、
つ
ぶ
つ
ぶ
の
よ
う

な
も
の
が
多
く
、
腹
部
に
で
こ
ぼ
こ
が
重
な
っ
て
い
る
。
丹
書
八
字
が
あ
り
、
頭

に
角
が
あ
る
。
山
蛤
が
大
き
く
て
、
黄
色
で
あ
る
。
山
石
の
中
に
隠
れ
る
。
気
を

呑
み
、露
を
飲
む
こ
と
が
で
き
る
。
雑
虫
を
食
べ
な
い
。
大
き
い
蝦
蟇
は
「
田
父
」

と
い
い
、
蛇
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
蛇
を
見
か
け
る
と
、
追
い
か
け
て
い
く
。

蛇
が
逃
げ
ら
れ
な
く
な
る
と
、
田
父
は
蛇
の
し
っ
ぽ
を
齧
る
。
し
ば
ら
く
し
て
、

蛇
が
死
ん
だ
。
し
っ
ぽ
の
数
セ
ン
チ
の
皮
膚
が
無
傷
だ
が
、
中
の
肉
が
き
れ
い
に

食
べ
ら
れ
た
。

【
出
典
】

・

【
作
例
】

「
蝦
蟆
」（
明
・
王
圻
、王
思
義
『
三
才
圖
會
』
鳥
獣
六
巻
、萬
暦
三
七
年
﹇1609

﹈

刊
本
）

「
蝦
蟇
」（
鮮
斎
永
濯
繪
『
萬
物
雛
形
畫
譜
』
二
編
、
明
治
一
二
年
﹇1879

﹈
寶

集
堂
梓
）

↓　

三
足
の
白
蝦
蟇

が
ま　

蝦
蟇
（
蝦
蟇
仙
人
）

↓
「
蝦
蟇
仙
人
」

【
作
例
】

「
蝦
蟇
」（
馬
場
信
意
『
分
類
畫
本
良
材
』
巻
五
、
正
徳
五
年
﹇1715

﹈
刊
本
）
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二
一

「
蝦
蟇
」（
鈴
鄰
松
筆
『
狂
畫
苑
』中
、明
和
六
年
﹇1769

﹈序
、安
永
四
年
﹇1775

﹈

刊
本
）

「
蝦
蟇
」（
蕙
斎
北
尾
政
美
『
諸
職
畫
鑑
』、
寛
政
六
年
﹇1794

﹈
刊
本
）

「
蝦
蟇
」（
文
鳳
駿
聲
『
文
鳳
漢
畫
』
享
和
三
年
﹇1803

﹈
刊
本
）

「
蝦
蟇
」（
鍬
形
蕙
斎
『
人
物
略
畫
式
』、
文
化
一
〇
年
﹇1813

﹈
刊
本
）　

「
蝦
蟇
像
」（
古
筆
了
意
撰
『
探
幽
臨
畫
』
巻
上
）

が
ま
せ
ん　

蝦
蟇
仙

↓
「
蝦
蟇
仙
人
」

【
作
例
】

「
蝦
蟇
仙
」（
老
蓮
先
生
著
『
畫
圖
酔
芙
蓉
』
下
巻
、
享
和
三
年
﹇1803

﹈
序
、

文
化
六
年
﹇1809

﹈
叙
刊
本
）

が
ま
せ
ん
に
ん　

蝦
蟇
仙
人

「
蝦
蟇
仙
人
」
は
日
本
語
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
「
侯
先
生
」
や
「
劉
海
蟾
」

や
「
劉
海
戯
蟾
」
な
ど
の
解
釈
が
あ
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
「
劉
海
戯
蟾
」
と
い

う
パ
タ
ー
ン
に
定
着
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
劉
海
（
仙
人
）
が
三
足
の
蟾
を
弄
ぶ

と
い
う
構
図
の
絵
で
あ
る
。
こ
の
構
図
は
元
・
宋
以
後
の
文
人
画
の
影
響
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
類
の
絵
は
中
国
の
年
画
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
、
構
図
的
に
は
「
蝦

蟇
仙
人
」
と
や
や
異
な
る
。

【
出
典
】

・

・

【
作
例
】

「
無
題
」﹇
蝦
蟇
仙
人
、
詩
あ
り
﹈ （『
詩
畫
舫
』
扇
譜
、
中
国
古
畫
譜
集
成
第
十

一
巻
、
山
東
美
術
出
版
社
、2000

年
）

「
無
題
」﹇
蝦
蟇
仙
人
、詩
あ
り
﹈ （『
點
石
齋
叢
畫
』、中
国
古
畫
譜
集
成
第
九
巻
、

山
東
美
術
出
版
社
、2000

年
）

「
無
題
」﹇
蝦
蟇
仙
人
、詩
あ
り
﹈ （
王
念
慈
編
『
当
代
名
畫
大
観
』
初
集
第
三
冊
、

中
国
古
畫
譜
集
成
第
十
五
巻
、
山
東
美
術
出
版
社
、2000

年
）

「
無
題
」﹇
蝦
蟇
仙
人
﹈（
西
川
祐
信
『
畫
本
喩
草
』
三
、
享
保
一
六
年
﹇1731

﹈

刊
本
）

「
蝦
蟇
仙
人
」（
大
岡
道
信
『
押
繪
手
鑑
』
巻
中
、
元
文
一
年
﹇1736

﹈
刊
本
）

「
蝦
蟇
仙
人
」﹇
尚
信
筆
﹈（『
本
朝
畫
林
』
巻
上
、寶
暦
二
年
﹇1752

﹈
序
刊
本
）

「
無
題
」﹇
蝦
蟇
仙
人
﹈（
森
玄
黄
齋
畫
『
印
籠
譜
』
坤
、
清
浄
軒
、
天
保
十
年

﹇1839

﹈
刊
本
）

「
無
題
」﹇
鉄
拐
仙
人
と
蝦
蟇
仙
人
﹈（
森
玄
黄
齋
畫
『
印
籠
譜
』
坤
、
清
浄
軒
、

天
保
十
年
﹇1839

﹈
刊
本
）

「
蝦
蟇
仙
人
」（
葛
飾
爲
斎
繪
『
萬
物
圖
解
爲
斎
畫
式
』二
帙
、元
治
一
年
﹇1864

﹈

序
刊
本
）

「
蟇
仙
人
」（
鮮
斎
永
濯
繪
『
萬
物
雛
形
畫
譜
』
四
編
、
明
治
一
二
年
﹇1879

﹈

刊
本
）

「
蝦
蟇
仙
人
」（
鮮
斎
永
濯
繪
『
萬
物
雛
形
畫
譜
』
五
編
、明
治
一
二
年
﹇1879

﹈

刊
本
）
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二
二

「
蝦
蟇
仙
人
」（
河
鍋
洞
郁
『
暁
斎
酔
畫
』
初
編
、明
治
一
五
年
﹇1882

﹈
刊
本
）

「
蝦
蟇
仙
人
」（
渓
斎
義
信
筆
『
渓
斎
浮
世
畫
譜
』）

か
め
て
つ
と
う  

烏
龜
疊
塔

杭
州
に
は
禽
虫
の
芝
居
を
や
っ
て
い
る
人
が
い
る
。
七
匹
の
龜
の
大
き
さ
が
そ

れ
ぞ
れ
違
う
。
龜
を
机
の
上
に
置
き
、
太
鼓
を
た
た
く
。
そ
の
音
を
聞
い
て
一
番

大
き
い
龜
が
ま
ず
机
の
真
ん
中
に
行
っ
て
四
足
を
貼
り
付
け
て
お
く
。
次
に
二
番

目
の
龜
が
一
番
目
の
亀
の
背
中
に
貼
り
つ
け
る
。
こ
の
よ
う
に
順
番
に
重
な
っ
て

い
く
。
最
後
の
龜
が
登
っ
て
行
っ
て
体
を
ま
っ
す
ぐ
に
し
て
、
し
っ
ぽ
を
上
向
き

に
す
る
。
ま
る
で
小
さ
な
塔
の
よ
う
な
形
に
な
る
。
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
烏
龜
疊

塔
」
で
あ
る
。

【
出
典
】

・

【
作
例
】

「
烏
龜
疊
塔
」（
橘
有
税
『
繪
本
故
事
談
』
巻
四
、
正
徳
四
年
﹇1714
﹈
刊
本
）

「
無
題
」﹇
烏
龜
疊
塔
﹈（
松
川
半
山
畫
『
繪
口
合
瓢
之
蔓
』、嘉
永
四
年
﹇1851

﹈

刊
本
）

か
め
ろ
く
を
か
く
す
ず　

龜
藏
六
圖

仏
教
の
比
喩
の
一
つ
で
あ
る
。
龜
が
四
脚
と
頭
と
尻
尾
を
隠
す
こ
と
に
よ
り
、

人
間
の
六
欲
を
抑
え
る
こ
と
を
譬
え
る
。

【
出
典
】

・

【
作
例
】

「
龜
藏
六
」（
大
原
民
聲
編
、浅
野
思
成
筆
『
名
数
畫
譜
』
地
、文
化
六
年
﹇1809

﹈

序
、
文
化
七
年
﹇1810

﹈
序
刊
本
）

か
も　

鴨
（
鳬
・
鶩
）

鴨
は
ま
た
「
鳬
」
や
「
鶩
」
と
も
い
う
。「
鳬
」
は
野
生
の
も
の
だ
が
、「
鶩
」

は
家
禽
で
あ
る
。

【
出
典
】

・

【
作
例
】 

「
鴨
」（
明
・
王
圻
、王
思
義
撰
『
三
才
圖
會
』
鳥
獣
一
巻
、萬
暦
三
七
年
﹇1609

﹈

刊
本
）

「
鴨
」﹇
沈
銓
（
南
蘋
）
筆
﹈（
法
眼
春
卜
一
翁
集
『
畫
史
會
要
』
巻
二
、
寛
延

四
年
﹇1751

﹈
刊
本
）

「
鴨
」（
渓
斎
義
信
筆
『
渓
斎
浮
世
畫
譜
』）

「
鴨
」（
尾
形
光
琳
『
光
琳
百
圖
』
下
、
文
化
一
二
年
﹇1815

﹈
跋
刊
本
）

↓
「
鳬
」
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二
三

か
や　

榧

榧
は
山
谷
に
生
え
て
い
る
。
福
建
や
浙
江
に
多
く
あ
る
。
葉
は
鳳
の
し
っ
ぽ
の

よ
う
で
、
種
は
茎
の
中
に
あ
る
。

【
出
典
】

・

【
作
例
】

「
榧
子
」（
明
・
王
圻
、
王
思
義
撰
『
三
才
圖
會
』
草
木
十
一
巻
、
萬
暦
三
七
年

﹇1609

﹈
刊
本
）

「
榧
」（
橘
守
国
『
繪
本
直
指
寳
』
巻
六
上
、
延
享
二
年
﹇1745

﹈
刊
本
）

か
よ
う
さ
ぶ　

迦
葉
作
舞

「
迦
葉
作
舞
」
は
禅
宗
の
公
案
の
一
つ
で
あ
る
。

【
出
典
】

・

【
作
例
】

「
迦
葉
作
舞
」（
橘
宗
重
著
、
長
谷
川
等
雲
繪
『
繪
本
寶
鑑
』
巻
六
、
貞
享
四
年

﹇1687

﹈
刊
本
、
文
政
一
年
﹇1818

﹈
再
刊
本
）

か
ら
こ　

唐
子

『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
第
三
巻
、
小
学
館
、
昭
和
五
五
年
）
に
よ
る
と
、「
中

国
風
の
衣
裳
や
髪
形
を
し
て
い
る
子
ど
も
。
多
く
、
唐
子
遊
び
の
絵
な
ど
に
見
ら

れ
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。
一
般
的
に
は
中
国
の
小
児
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

【
作
例
】

「
唐
子
」（『
草
筆
骨
法
麗
畫
苑
』
巻
下
）

か
ら
こ　

唐
子
（
洛
陽
児
遊
興
圖
）

【
作
例
】

「
唐
子
」﹇
洛
陽
児
遊
興
圖
﹈（
法
眼
周
山
編
『
和
漢
名
筆
畫
英
』
巻
一
、
寛
延

三
年
﹇1750

﹈
刊
本
）

か
ら
こ
あ
そ
び　

唐
子
遊

唐
子
遊
は
主
と
し
て
中
国
の
小
児
の
色
ん
な
遊
び
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
実
際

に
は
多
く
の
大
人
の
遊
び
の
要
素
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
於
て
多

く
の
日
本
の
小
児
の
遊
び
の
要
素
も
取
り
入
れ
ら
れ
、
内
容
が
極
め
て
豊
富
で
あ

る
。

【
作
例
】

「
唐
子
あ
そ
び
」（
渓
斎
英
泉
『
畫
本
錦
之
嚢
』、
文
政
一
一
年
﹇1828

﹈
刊
本
）

「
か
ら
子
遊
び
」（
葛
飾
爲
斎
繪
『
萬
物
圖
解
爲
斎
畫
式
』
二
帙
、
元
治
一
年

﹇1864

﹈
序
刊
本
）

「
唐
子
あ
そ
び
」（『
職
巧
雛
型
錦
袋
畫
叢
』）

「
唐
子
遊
び
」（
雪
蕉
斎
『
畫
本
拾
葉
』
巻
中
、
寛
延
四
年
﹇1751

﹈
序
、
寶
暦

一
年
﹇1751

﹈
刊
本
）

「
唐
子
遊
び
」（
法
眼
橘
保
国
『
繪
本
詠
物
選
』
巻
四
、
安
永
八
年
﹇1779

﹈
刊

本
）

か
ら
こ
あ
そ
び
の
ず　

唐
子
遊
之
圖
（
嬰
児
蛇
行
乃
圖
）
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二
四

か
ら
こ
あ
そ
び
の
ず　

唐
子
遊
之
圖
（
小
児
騎
楽
之
圖
）

【
作
例
】

「
小
児
騎
楽
之
圖
」（
橘
守
国
『
繪
本
直
指
寶
』
巻
一
、
延
享
二
年
﹇1745

﹈
刊

本
）

か
ら
こ
あ
そ
び
の
ず　

唐
子
遊
之
圖
（
闘
鶏
乃
遊
）

【
作
例
】

「
闘
鶏
乃
圖
」（
橘
守
国
『
繪
本
直
指
寶
』
巻
一
、
延
享
二
年
﹇1745

﹈
刊
本
）

か
ら
こ
あ
そ
び
の
ず　

唐
子
遊
之
圖
（
端
陽
龍
舟
）

【
作
例
】

「
端
陽
龍
舟
」﹇
張
瀚
の
詩
あ
り
﹈ （『
詩
畫
舫
』、
中
国
古
畫
譜
集
成
第
九
巻
、

山
東
美
術
出
版
社
、2000

年
）

「
端
陽
龍
舟
」﹇
競
舟
乃
圖
﹈（
橘
守
国
『
繪
本
直
指
寶
』巻
一
、延
享
二
年
﹇1745

﹈

刊
本
）

↓
「
唐
子
の
舟
遊
び
」

か
ら
こ
あ
そ
び
の
ず　

唐
子
遊
之
圖
（
小
児
花
車
乃
遊
）

【
作
例
】

「
小
児
花
車
乃
圖
」（
橘
守
国
『
繪
本
直
指
寶
』
巻
一
、
延
享
二
年
﹇1745

﹈
刊

本
）

か
ら
こ
あ
そ
び
の
ず　

唐
子
遊
之
圖
（
雪
中
乃
遊
）

【
作
例
】

「
無
題
」﹇
雪
中
乃
遊
﹈（
葉
九
如
編
『
三
希
堂
畫
譜
』、
中
国
古
畫
譜
集
成
第
十

七
巻
、
山
東
美
術
出
版
社
、2000

年
）

【
作
例
】

「
無
題
」﹇
嬰
児
蛇
行
乃
圖
﹈ （『
點
石
齋
叢
畫
』、
中
国
古
畫
譜
集
成
第
九
巻
、

山
東
美
術
出
版
社
、2000

年
）

「
無
題
」﹇
嬰
児
蛇
行
乃
圖
﹈ （『
呉
友
如
畫
寳
』
第
一
集
下
・
古
今
人
物
圖
、
中

国
古
畫
譜
集
成
第
二
十
一
巻
、
山
東
美
術
出
版
社
、2000

年
）

「
嬰
児
蛇
行
乃
圖
」（
橘
守
国
『
繪
本
直
指
寶
』
巻
一
、
延
享
二
年
﹇1745

﹈
刊

本
）

か
ら
こ
あ
そ
び
の
ず　

唐
子
遊
之
圖
（
嬰
児
双
六
乃
遊
）

【
作
例
】

「
嬰
児
双
六
乃
圖
」（
橘
守
国
『
繪
本
直
指
寶
』
巻
一
、
延
享
二
年
﹇1745

﹈
刊

本
）

か
ら
こ
あ
そ
び
の
ず　

唐
子
遊
之
圖
（
弾
琴
圖
）

【
作
例
】

「
弾
琴
圖
」（
橘
守
国
『
繪
本
直
指
寶
』
巻
一
、
延
享
二
年
﹇1745

﹈
刊
本
）

か
ら
こ
あ
そ
び
の
ず　

唐
子
遊
之
圖
（
小
童
囲
碁
乃
遊
）

【
作
例
】

「
小
童
囲
碁
乃
圖
」（
橘
守
国
『
繪
本
直
指
寶
』
巻
一
、
延
享
二
年
﹇1745
﹈
刊

本
）

か
ら
こ
あ
そ
び
の
ず　

唐
子
遊
之
圖
（
小
児
書
畫
を
学
ぶ
圖
）

【
作
例
】

「
小
児
書
畫
を
学
ぶ
圖
」（
橘
守
国
『
繪
本
直
指
寶
』
巻
一
、延
享
二
年
﹇1745

﹈

刊
本
）
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二
五

「
雪
中
乃
遊
」（
橘
守
国
『
繪
本
直
指
寶
』
巻
一
、
延
享
二
年
﹇1745

﹈
刊
本
）

か
ら
こ
あ
そ
び
の
ず　

唐
子
遊
之
圖
（
輦
乃
遊
）

【
作
例
】

「
輦
乃
遊
」（
橘
守
国
『
繪
本
直
指
寶
』
巻
一
、
延
享
二
年
﹇1745

﹈
刊
本
）

か
ら
こ
の
ふ
な
あ
そ
び　

唐
子
の
舟
遊
び

【
作
例
】

「
唐
子
の
舟
遊
び
」﹇
絵
馬
﹈（
葛
飾
北
斎
作
、『
北
斎
美
術
館
』
５
、
清
安
山
不

動
院
所
蔵
）

↓
「
唐
子
遊
之
圖
」（
競
舟
の
遊
び
）

か
ら
じ　

唐
児

唐
児
は
す
な
わ
ち
唐
子
の
こ
と
で
あ
る
。

【
作
例
】

「
唐
児
」（
鮮
斎
永
濯
繪
『
萬
物
雛
形
畫
譜
』
四
編
、
明
治
一
二
年
﹇1879

﹈
刊

本
）

か
ら
す　

烏

烏
は
鴉
と
も
い
い
、
親
孝
行
の
鳥
で
あ
る
。
烏
は
異
変
を
見
る
と
鳴
く
。
故
に

人
々
は
烏
の
鳴
き
声
を
聞
く
と
、
唾
を
吐
く
。
烏
は
極
め
て
長
寿
で
あ
る
。
三
匹

の
鹿
が
亡
く
な
る
と
、
一
本
の
松
の
木
が
や
っ
と
枯
れ
る
。
三
本
の
松
の
木
が
枯

れ
る
と
、
烏
が
や
っ
と
死
ぬ
と
い
う
。

【
出
典
】

・

【
作
例
】

「
烏
」（
明
・
王
圻
、
王
思
義
『
三
才
圖
會
』
鳥
獣
一
巻
、
萬
暦
三
七
年
﹇1609

﹈

刊
本
）

「
烏
」（『
繪
本
初
心
柱
立
』
二
、正
徳
五
年
﹇1715

﹈
刊
本
、寶
暦
一
一
年
﹇1761

﹈

再
刊
本
）

「
烏
」（
鄰
枩
筆
『
戯
画
抜
粋
一
蝶
畫
譜
』
巻
上
、明
和
七
年
﹇1770

﹈
序
刊
本
）　

「
烏
」（
蕙
斎
北
尾
政
美
『
諸
職
畫
鑑
』、
寛
政
六
年
﹇1794

﹈
刊
本
）

「
烏
」（『
職
巧
雛
型
錦
袋
畫
叢
』）

「
烏
」（
尾
形
光
琳
『
光
琳
百
圖
』
上
、
文
化
一
二
年
﹇1815

﹈
跋
刊
本
）

か
ら
す　

鴉

↓
「
烏
」

【
作
例
】

「
鴉
」（
渓
斎
義
信
筆
『
渓
斎
浮
世
畫
譜
』）

が
ら
ん　

賀
蘭

【
作
例
】

「
賀
蘭
」（
橘
有
税
圖
畫
『
唐
土
訓
蒙
圖
彙
』
巻
五
、享
保
四
年
﹇1719

﹈
刊
本
）

か
り
ょ
う
こ
く　

訶
陵
國

訶
陵
国
に
つ
い
て
の
記
載
は
唐
代
の
史
書
で
は
、「
訶
陵
」
や
「
社
婆
」
や
「
闍

婆
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
唐
の
李
廷
寿
撰
『
南
史
』
巻
七
八
に
は
「
訶
羅
陀
国
」

と
「
訶
羅
単
国
」
の
名
前
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
中
、「
訶
羅
単
国
都
闍
婆
州
」（
訶

羅
単
国
、
都
を
闍
婆
州
に
置
く
）
と
の
記
述
が
あ
り
、
お
そ
ら
く
『
新
唐
書
』
に
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二
六

い
う
「
闍
婆
城
」で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
つ
の
国
は
と
も
に
南
朝
宋
の
元
嘉
七
（430

）

年
に
朝
貢
に
来
た
。「
訶
羅
」
は
「
訶
陵
」
の
発
音
に
近
い
の
で
、
お
そ
ら
く
後

に
訶
羅
単
国
と
訶
羅
陀
国
が
訶
陵
国
の
一
部
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
南

朝
梁
の
沈
約
撰
『
宋
書
』
巻
九
七
に
は
訶
羅
単
国
と
訶
羅
陀
国
の
ほ
か
に
「
闍
婆

達
国
」
が
見
ら
れ
、
南
朝
宋
の
元
嘉
年
間
に
朝
貢
に
来
た
国
で
あ
る
。
清
の
張
廷

玉
撰
『
明
史
』
巻
三
二
四
に
は
「
闍
婆
、
古
曰
闍
婆
達
」（
闍
婆
、
古
代
で
は
闍

婆
達
と
云
う
）
と
の
記
述
が
あ
る
た
め
、闍
婆
達
国
な
ど
の
国
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

結
局
、
こ
れ
ら
の
小
さ
な
国
々
が
唐
代
に
な
っ
て
統
一
し
た
訶
陵
国
と
な
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
。
訶
陵
国
は
真
臘
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
）
の
南
に
あ
り
、
一
説
は
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
ワ
島
に
あ
る
と
い
う
。

【
出
典
】

・

・

・

【
作
例
】

「
訶
陵
國
」（
明
・
王
圻
、
王
思
義
撰
『
三
才
圖
會
』
人
物
十
二
巻
、
萬
暦
三
七

年
﹇1609

﹈
刊
本
）

「
訶
陵
國
」（
寺
島
良
安
編
『
和
漢
三
才
圖
會
』
巻
一
、
正
徳
三
年
﹇1713

﹈
序

刊
本
）

「
訶
陵
國
」（
橘
有
税
圖
畫
『
唐
土
訓
蒙
圖
彙
』
巻
五
、
享
保
四
年
﹇1719

﹈
刊

本
）

か
ろ　

訛
魯

訛
魯
国
に
つ
い
て
は
詳
細
な
記
載
が
見
ら
れ
な
い
。
元
の
周
致
中
撰
『
異
域
志
』

に
は
、
訛
魯
人
は
犬
戎
の
末
裔
で
、
目
が
深
く
髪
の
毛
が
黄
色
で
あ
る
と
い
う
。

具
体
的
な
地
理
的
位
置
は
不
詳
で
あ
る
。

【
出
典
】

・

・

【
作
例
】

「
訛
魯
」（
明
・
王
圻
、
王
思
義
撰
『
三
才
圖
會
』
人
物
十
三
巻
、
萬
暦
三
七
年

﹇1609

﹈
刊
本
）

「

魯
」（
訛
魯
）（
寺
島
良
安
編
『
和
漢
三
才
圖
會
』
巻
一
、正
徳
三
年
﹇1713

﹈

刊
本
）

「
訛
魯
」（
橘
有
税
圖
畫
『
唐
土
訓
蒙
圖
彙
』
巻
四
、享
保
四
年
﹇1719

﹈
刊
本
）

か
ろ
う
せ
ん　

賈
浪
仙

↓
「
賈
島
」
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二
七

か
わ
を
わ
た
る
ろ
う
し
ゃ
く
な
ん
に
あ
う　

渉
河
老
若
逢
難

冬
の
日
に
、
紂
王
が
妲
己
と
共
に
露
台
に
上
り
、
遠
方
を
眺
望
す
る
。
遠
く
に

流
れ
て
い
る
野
水
河
が
寒
さ
で
薄
氷
が
出
来
て
い
る
。
あ
る
老
人
と
若
者
が
川
を

渡
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
若
者
は
迷
い
な
が
ら
何
回
も
渡
ろ
う
と
し
た
が
、
終
に

寒
く
て
河
岸
に
戻
っ
た
。
そ
の
一
方
老
人
は
迷
い
な
く
川
を
渡
っ
た
。
紂
王
が
不

思
議
に
思
い
、
妲
己
に
「
な
ぜ
若
者
が
寒
さ
に
弱
く
、
老
人
が
寒
さ
に
強
い
だ
ろ

う
か
」と
尋
ね
た
。
妲
己
は
「
若
者
は
父
母
が
年
を
取
っ
て
か
ら
生
ま
れ
た
子
で
、

足
の
骨
髄
が
少
な
い
。老
人
は
父
母
が
若
い
頃
生
ま
れ
た
子
で
、足
の
骨
髄
が
い
っ

ぱ
い
だ
か
ら
だ
」
と
答
え
た
。
そ
こ
で
、
妲
己
の
話
を
確
認
す
る
た
め
に
、
二
人

を
捕
ま
え
て
来
て
足
を
切
断
し
た
の
で
あ
る
。

【
出
典
】

【
作
例
】

「
紂
王
斫
脛
」（『
新
刊
全
相
平
話
武
王
伐
紂
書
』
巻
中
、
至
治
年
間
﹇1321

〜

1323

﹈
建
安
虞
氏
刊
本
）

「
渉
河
老
若
逢
難
」（
法
橋
玉
山
畫
『
畫
本
玉
藻
譚
』
巻
二
、文
化
二
年
﹇1805

﹈

刊
本
）

か
ん　

鸛

鸛
は
水
鳥
で
あ
る
。
そ
の
形
は
鶴
に
似
て
い
る
。
巨
石
の
下
に
蛇
が
い
る
か
が

わ
か
る
。
な
お
、
鸛
が
水
面
に
集
ま
る
た
め
、
人
々
は
火
災
を
避
け
る
た
め
に
、

鸛
を
沢
山
集
め
る
。

【
出
典
】・

【
作
例
】

「
鸛
」（
明
・
王
圻
、王
思
義
撰
『
三
才
圖
會
』
鳥
獣
一
巻
、萬
暦
三
七
年
﹇1609

﹈

刊
本
）

「
鸛
」（
中
村
惕
斎
撰
『
訓
蒙
圖
會
』
巻
十
三
、
寛
文
六
年
﹇1666

﹈
刊
本
）

が
ん　

鴈

鴈
は
ま
た
「
朱
鳥
」
と
も
い
い
、
渡
り
鳥
で
あ
る
。
中
国
で
は
冬
に
な
る
と
、

北
か
ら
南
へ
飛
ん
で
く
る
。

【
出
典
】

・

【
作
例
】

「
鴈
」（
明
・
王
圻
、王
思
義
撰
『
三
才
圖
會
』
鳥
獣
一
巻
、萬
暦
三
七
年
﹇1609

﹈

刊
本
）
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二
八

「
鴈
」（
中
村
惕
斎
撰
『
訓
蒙
圖
會
』
巻
十
三
、
寛
文
六
年
﹇1666

﹈
刊
本
）

「
雁
」﹇
枯
蘆
に
雁
﹈（
玉
翠
斎
藤
原
義
包
圖
『
畫
圖
撰
要
』
巻
下
、
明
和
三
年

﹇1766
﹈
刊
本
）

「
雁
」（
葛
飾
爲
斎
繪
『
萬
物
圖
解
爲
斎
畫
式
』
二
帙
、
元
治
一
年
﹇1864

﹈
序

刊
本
）

「
鴈
」﹇
枯
蘆
に
雁
﹈（
葛
飾
戴
斗
畫
『
花
鳥
畫
傳
』
二
編
、
嘉
永
二
年
﹇1849

﹈

叙
刊
本
）

「
鴈
」（
蕙
斎
北
尾
政
美
『
諸
職
畫
鑑
』、
寛
政
六
年
﹇1794

﹈
刊
本
）

「
鴈
」（『
草
筆
骨
法
麗
畫
苑
』
巻
上
）

「
鴈
」（『
北
渓
漫
畫
初
編
』）

「
雁
」（
鮮
斎
永
濯
繪
『
萬
物
雛
形
畫
譜
』
二
編
、明
治
一
二
年
﹇1879

﹈
刊
本
）

「
鴈
」（
雪
蕉
斎
『
畫
本
拾
葉
』巻
中
、寛
延
四
年
﹇1751

﹈序
、寶
暦
一
年
﹇1751

﹈

刊
本
）

「
鴈
」（『
繪
本
初
心
柱
立
』
二
、正
徳
五
年
﹇1715
﹈
刊
本
、寶
暦
一
一
年
﹇1761

﹈

再
刊
本
）

「
鴈
」（
橘
守
国
畫
圖
『
運
筆

畫
』
巻
中
、
寛
延
一
年
﹇1748
﹈
序
、
弘
化
一

年
﹇1844

﹈
刊
本
）

「
無
題
」﹇
鴈
﹈（
木
風
翁
文
紹
編
『
古
今
名
家
畫
苑
』
初
編
）

か
ん
あ
く　

韓
偓

韓
偓
（844

〜923

）、
字
は
致
光
と
い
い
、
京
兆
万
年
（
陝
西
省
西
安
）
の
人

で
あ
る
。
龍
紀
元
年
（889

）
に
進
士
に
及
第
し
た
。
左
諫
議
大
夫
、
中
書
舎
人

な
ど
を
歴
任
し
た
。
昭
宗
の
頃
、
兵
部
侍
郎
を
拝
命
し
た
。
後
に
濮
州
司
馬
、
榮

懿
尉
、
鄧
州
司
馬
に
左
遷
さ
れ
、
二
度
と
朝
廷
に
戻
ら
な
か
っ
た
。

【
出
典
】

・

【
作
例
】

「
韓
偓
」（
文
鳳
駿
聲
『
文
鳳
漢
畫
』、
享
和
三
年
﹇1803

﹈
刊
本
）

か
ん
う　

関
羽

関
羽
（160

〜219

）、
字
は
雲
長
と
い
い
、
河
東
解
（
山
西
省
）
の
人
で
あ
る
。

劉
備
と
張
飛
と
三
人
で
兄
弟
の
契
り
を
交
わ
し
て
、
劉
備
を
補
佐
し
蜀
の
国
造
り

に
大
き
く
貢
献
し
た
。
関
羽
は
か
つ
て
戦
闘
中
流
れ
矢
に
撃
た
れ
、
左
の
腕
が
な

か
な
か
治
ら
な
い
。
と
り
わ
け
雨
の
天
気
に
な
る
と
、
骨
が
よ
く
痛
む
。
医
者
は

「
矢
の
先
に
毒
が
付
い
て
い
る
の
で
、
腕
を
切
り
開
い
て
骨
の
毒
を
削
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
完
治
で
き
る
。」
と
説
明
し
た
。
と
な
る
と
、
関

羽
が
腕
を
伸
ば
し
て
、
手
術
す
る
よ
う
医
者
に
頼
ん
だ
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
に
、

関
羽
が
部
下
た
ち
を
招
き
、
酒
を
飲
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
関
羽
の
腕
の
血

が
受
け
皿
に
い
っ
ぱ
い
流
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
羽
は
い
つ
も
の
通
り
酒

を
飲
み
な
が
ら
、
談
笑
し
て
い
た
。

【
出
典
】
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二
九

・

【
作
例
】

「
関
雲
長
像
」（
明
・
王
圻
、
王
思
義
撰
『
三
才
圖
會
』
人
物
五
巻
、
萬
暦
三
七

年
﹇1609

﹈
刊
本
）

「
関
壮
穆
」﹇
關
羽
﹈（『
繪
圖
三
国
演
義
』﹇
第
一
才
子
書
﹈、上
海
図
書
集
成
局
、

光
緒
一
六
年
﹇1890

﹈
刊
本
）

「
関
雲
長
獨
行
千
里
」（『
三
国
志
』、
清
刊
本
）

「
関
羽
」（
橘
有
税
圖
畫
『
唐
土
訓
蒙
圖
彙
』
巻
四
、享
保
二
年
﹇1719

﹈
刊
本
）

「
関
羽
」﹇
雲
谷
等
傳
筆
﹈（
法
眼
春
卜
一
翁
『
和
漢
名
畫
苑
』
三
巻
、
寛
延
二

年
﹇1749

﹈
序
刊
本
）

「
関
羽
」﹇
趙
子
昂
筆
﹈（
法
眼
周
山
編
『
和
漢
名
筆
畫
英
』
巻
一
、
寛
延
三
年

﹇1750

﹈
刊
本
）

「
関
羽
」（
玉
翠
斎
藤
原
義
包
圖
『
畫
圖
撰
要
』
巻
上
、
明
和
三
年
﹇1766

﹈
刊

本
）

「
関
羽
」﹇
李
笠
翁
筆
﹈（
信
天
翁
月
岡
法
橋
雪
鼎
纂
『
和
漢
名
筆
金
玉
畫
府
』

巻
二
、
明
和
八
年
﹇1771

﹈
刊
本
）

「
蜀
関
羽
」（
信
天
翁
月
岡
法
橋
雪
鼎
纂
『
和
漢
名
筆
金
玉
畫
府
』
巻
六
・
補
遺
、

明
和
八
年
﹇1771

﹈
刊
本
）

「
関
羽
」（
武
者
周
榮
筆
『
古
畫
要
覧
』、
安
永
九
年
﹇1780

﹈
刻
成
、
文
化
九

年
﹇1812

﹈
求
版
）

「
関
羽
」（
蕙
斎
北
尾
政
美
『
諸
職
畫
鑑
』、
寛
政
六
年
﹇1794

﹈
刊
本
）

「
関
羽
」（
文
鳳
駿
聲
『
文
鳳
漢
畫
』、
享
和
三
年
﹇1803

﹈
刊
本
）

「
関
羽
」（
馬
場
信
意
撰
『
分
類
畫
本
良
材
』
巻
七
、
正
徳
五
年
﹇1715

﹈
須
原

茂
兵
衛
・
柏
屋
四
郎
兵
衛
蔵
板
）

「
関
羽
」（
渓
斎
英
泉
『
畫
本
錦
之
嚢
』、
文
政
一
一
年
﹇1828

﹈
刊
本
）

「
無
題
」﹇
関
羽
﹈（
森
玄
黄
齋
畫
『
印
籠
譜
』
坤
、天
保
一
〇
年
﹇1839

﹈
刊
本
）

「
関
羽
」（
葛
飾
爲
斎
繪
『
萬
物
圖
解
爲
斎
畫
式
』
初
帙
、
元
治
一
年
﹇1864

﹈

序
刊
本
）

「
関
羽
」（
渓
斎
義
信
筆
『
渓
斎
浮
世
畫
譜
』）

「
関
羽
」（
鮮
斎
永
濯
繪
『
萬
物
雛
形
畫
譜
』
初
編
、
明
治
一
二
年
﹇1879

﹈
刊

本
）

「
関
羽
」（『
職
巧
雛
型
錦
袋
畫
叢
』）　

「
関
羽
像
」﹇
宋
・
馬
遠
筆
﹈（
古
筆
了
意
筆
撰
『
探
幽
臨
畫
』
巻
上
）　

　

「
無
題
」﹇
関
羽
﹈（『
圓
翁
畫
譜
』）　

か
ん
う
・
し
ゅ
う
そ
う　

関
羽
・
周
倉

【
作
例
】

「
関
壯
穆
」﹇
関
羽
・
周
倉
﹈（
百
二
十
回
本
『
繪
圖
三
国
演
義
』、
光
緒
一
六
年

﹇1890

﹈ 

上
海
図
書
集
成
局
刊
本
）

「
関
羽
・
周
倉
」（
竹
原
信
繁
『
畫
賛
常
農
山
』
三
、
寛
政
四
年
﹇1792

﹈
序
、

寛
政
五
年
﹇1793

﹈
刊
本
）

「
関
羽
・
周
倉
」（
文
鳳
駿
聲
『
文
鳳
漢
畫
』、
享
和
三
年
﹇1803

﹈
刊
本
）

「
関
羽
・
周
倉
」（
文
鳳
駿
聲
『
文
鳳

畫
』、
享
和
三
年
﹇1803

﹈
刊
本
）

か
ん
う
・
し
ゅ
う
そ
う
・
ろ
し
ゅ
く　

関
羽
・
周
倉
・
魯
粛

【
作
例
】

「
関
羽
・
周
倉
・
魯
粛
」（
英
一
蜂
『
畫
本
圖
編
』巻
下
、寛
延
四
年
﹇1751

﹈序
・

跋
、
寶
暦
二
年
﹇1752

﹈
刊
本
）
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三
〇

か
ん
う
た
ん
と
う
ご
の
か
い
に
お
も
む
く
ず

関
羽
単
刀
赴
呉
會
圖

呉
の
孫
権
（222

〜252 

在
位
）
が
劉
備
（221

〜223 

在
位
）
の
荊
州
を
要

求
し
た
が
、
荊
州
を
警
備
す
る
関
羽
に
断
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
孫
権
の
臣
下
魯
粛

が
関
羽
を
宴
会
に
招
き
、
隙
を
見
て
暗
殺
す
る
提
案
を
し
た
。
孫
権
が
そ
れ
に
賛

成
し
、
關
羽
に
招
待
状
を
出
し
た
。
関
羽
が
そ
の
招
待
を
受
け
、
身
の
危
険
を
顧

み
ず
宴
会
に
赴
い
た
。

【
出
典
】

【
作
例
】

「
関
雲
長
単
刀
赴
會
」（『
三
国
志
通
俗
演
義
』
巻
七
、
萬
暦
一
九
年
﹇1591

﹈

校
刊
本
）

「
関
雲
長
単
刀
赴
會
」（
百
二
十
回
刊
本
『
李
卓
吾
先
生
批
評
三
国
志
』
第
六
十

六
回
、
明
末
建
陽
呉
観
明
刊
本
）

「
関
雲
長
単
刀
赴
會
」（『
繪
圖
三
国
演
義
』﹇
第
一
才
子
書
﹈、上
海
図
書
集
成
局
、

清
光
緒
一
六
年
﹇1890

﹈
刊
本
）

「
関
羽
単
刀
赴
呉
會
圖
」（
橘
有
税
﹇
橘
氏
宗
兵
衛
﹈『
繪
本
寫
寶
袋
』
巻
七
、

享
保
五
年
﹇1720

﹈
刊
本
）

か
ん
う
ん
ち
ょ
う
か
っ
こ
つ
り
ょ
う
ど
く　

関
雲
長
刮
骨
療
毒

関
羽
が
戦
闘
中
、
敵
の
毒
矢
に
や
ら
れ
た
。
神
医
華
陀
が
そ
れ
を
聞
き
、
小
舟

で
関
羽
軍
を
訪
れ
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
に
、
関
羽
が
馬
良
と
囲
碁
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
華
陀
は
関
羽
に
手
術
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
告
げ
、

関
羽
は
腕
を
伸
ば
し
、
手
術
す
る
よ
う
命
じ
た
。
そ
こ
で
華
陀
が
将
校
に
大
き
な

器
を
持
っ
て
き
て
、
血
を
受
け
取
る
よ
う
頼
み
、
手
術
を
始
め
た
。
華
陀
は
関
羽

の
腕
を
切
開
し
、
す
で
に
毒
で
青
く
な
っ
た
骨
を
削
る
。
そ
れ
を
見
る
将
校
た
ち

は
皆
顔
色
が
青
白
く
な
っ
た
。
一
方
関
羽
が
馬
良
と
囲
碁
を
し
な
が
ら
、
談
笑
す

る
。↓

「
関
羽
」

【
出
典
】

【
作
例
】

「
関
雲
長
刮
骨
療
毒
」（『
三
国
志
通
俗
演
義
』
巻
八
、
萬
暦
十
九
年
、
金
陵
周
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三
一

曰
校
刊
本
）

「
関
雲
長
刮
骨
療
毒
」（『
明
公
批
点
合
刻
三
国
水
滸
全
傳
英
雄
譜
』、
崇
禎
年
間

﹇1628
〜1644

﹈
刊
本
）

「
関
雲
長
刮
骨
療
毒
」（
百
二
十
回
本
『
李
卓
吾
先
生
批
評
三
国
志
』
第
七
十
五

回
、
明
末
建
陽
呉
観
明
刊
本
）

「
関
雲
長
刮
骨
療
毒
」（『
繪
圖
三
国
演
義
』﹇
第
一
才
子
書
﹈、上
海
図
書
集
成
局
、

光
緒
一
六
年
﹇1890
﹈
刊
本
）

「
関
羽
割
臂
圖
」（
葛
飾
應
爲
作
、麻
布
美
術
工
芸
館
所
蔵
、『
肉
筆
浮
世
絵
大
観
』

６
）
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